
CONTENTS
平成18年度上半期予算執行状況
市職員の給与・定員管理などの公表
議会だより
まちのわだい
保健センター情報・子育て支援
情報コーナー
宇陀ふるさと探訪

『榛原区（はぎあかり）』

2～3
4～9

10～13
14～17
18～19
20～31

32

総　数　38,208人（-12）
男　　18,310人（±0）
女　　19,898人（-12）

世帯数　13,225世帯（+24）

平成18年11月１日現在

宇陀市の「う」の字をモチーフに、大宇陀町・菟田野町・榛原町・室生村の４町村の合併と宇陀市の誕
生を４つの花弁の開花で表し、レッドは活力を、グリーンは豊かな自然を、ブルーは清らかな水をイメ
ージ。全体として宇陀市の魅力と活力あふれる将来像を表徴しています。 Public Information UDA
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鳥見山（榛原区）の紅葉



広報うだ　　２

平成18年度 宇陀市上半期予算執行状況
市民の皆さんに市の財政状況を知っていただくため、平成１８年度上半期（４月～９月）予

算の執行状況をお知らせします。
これは、宇陀市財政状況の作成及び公表に関する条例に基づいて、公表するものです。
なお、宇陀市の平成17年度決算の状況は、広報うだ10月号で既に公表しております。

Y財政課（182-1305）
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歳　入

歳　出

市税

その他自主財源

繰入金

地方交付税

その他交付金

国庫支出金

県支出金

市債

20億円 40億円 60億円 80億円 100億円

30億368万5千円
18億2,770万2千円（収入率：60.8％）

11億8,671万3千円

7億2,217万9千円（収入率：60.9％）

11億4,809万4千円

5億9,471万2千円（収入率：51.8％）

84億2,659万5千円
51億2,981万1千円（収入率：60.9％）

31億9,790万円

0円（収入率：0.0％）

11億8,283万8千円
5億6,995万7千円（収入率：48.2％）

17億4,153万1千円

2億8,465万2千円（収入率：16.3％）

8億9,440万3千円
4,417万2千円（収入率：4.9％）

議会費

総務費

民生費

衛生費

商工費

土木費

消防費

農林水産業費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

10億円 20億円 30億円 40億円

歳入における「その他自主財源」の内訳
（）内は収入済額、【】は収入率

○分担金及び負担金
2億5,744万3千円（9,605万7千円）【37.3％】

○使用料及び手数料
2億9,519万3千円（1億5,113万1千円）【51.2％】

○財産収入　
1億3,990万1千円（4,273万2千円）【30.5％】

○寄付金　　　　　　　 1千円（0千円）【0.0％】
○繰越金　3億6,804万5千円（3億6,764万円）【99.9％】
○諸収入　　1億2,613万円（6,461万9千円）【51.2％】

歳入における「その他交付金」の内訳
（）内は収入済額、【】は収入率

○地方譲与税
4億9,371万5千円（2億630万円）【41.8％】

○利子割交付金1,676万9千円（770万8千円）【46.0％】
○配当割交付金

1,908万8千円（1,149万2千円）【60.2％】
○株式等譲渡所得割交付金

1,889万2千円（4万3千円）【0.2％】
○地方消費税交付金　

2億8,935万円（1億6,770万5千円）【58.0％】
○ゴルフ場利用税交付金　

9,666万3千円（3,980万7千円）【41.2％】
○自動車取得税交付金

1億6,713万9千円（4,871万7千円）【29.1％】
○地方特例交付金

7,458万2千円（8,368万3千円）【112.2％】
○交通安全対策特別交付金

664万円（450万2千円）【67.8％】

50億円

1億8,066万3千円
8,529万4千円（執行率：47.2％）

36億5,454万2千円

10億3,432万4千円（執行率：28.3％）

40億2,725万円

14億1,580万3千円（執行率：35.2％）

15億4,026万8千円
5億2,711万4千円（執行率：34.2％）

10億3,153万円
2億6,674万8千円（執行率：25.9％）

3億2,826万3千円
1億3,481万9千円（執行率：41.1％）

28億3,804万7千円
12億3,985万4千円（執行率：43.7％）

11億2,460万5千円
5億7,685万3千円（執行率：51.3％）

20億8,639万1千円
8億6,432万4千円（執行率：41.4％）

4,938万9千円
0千円（執行率：0.0％）

38億9,528万9千円
15億2,902万5千円（執行率：39.3％）

2,552万2千円
0千円（執行率：0.0％）

※1

※2

内訳は※1

内訳は※2

現計予算額 収入済額

現計予算額 執行済額
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宇陀市職員の給与・定員管理などの概要
宇陀市では、市職員の給与や定員管理などの状況を市民の皆さんに知っていただくため、

その概要を公表します。 （人事課　1８２‐１３０３）

１７年度 

住民基本台帳人口 
（平成１７年度末） 

３８,４２６人 

歳出額（Ａ） 

２１,３５１,１３８千円 

実質収支 

３２,６９１千円 

人件費（Ｂ） 

５,１８８,９１５千円 

人件費率（Ｂ／Ａ） 

２４.３％ 

区　分 

(1)人件費の状況（普通会計決算） 

(２)職員給与費の状況（普通会計予算） 

(３)ラスパイレス指数の状況（平成１７年４月１日現在） 

（注）普通会計とは、市の全会計から公営企業などの特別会計（病院、美榛苑、水道、さんとぴあ榛原、下水道、区画整理、霊 
　　　苑、国民健康保険（直診）、歯科診療所など）を除いたものです。 

（注）①職員手当には退職手当を含みません。 
　　　②職員数は、平成１８年４月１日現在の人数です。 

　　宇陀市（旧４町村）合計　　９４.２　 
　（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。 

１８年度 

職員数（Ａ） 

５６３人 

給与費 
給料 

２,４３４,６２４千円 
職員手当 

４０４,２１４千円 
期末・勤勉手当 
１,０２５,７９０千円 

計（Ｂ） 
３,８６４,６２８千円 

一人当たり 
給与費（Ｂ／Ａ） 

６,８６４千円 

区分　 

（１）職員の平均年齢及び平均給料月額の状況（平成１８年４月１日現在） 

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成１８年４月１日現在） 

（２）職員の初任給の状況（平成１８年４月１日現在） 

一般行政職 
平均年齢 

平均給料月額 

宇陀市 
４３.８歳 

３６０,４４２円 

国 
４０.４歳 

３２８,４７７円 

区　分 

一般行政職 
大学卒 
高校卒 

宇陀市 
１７６,８００円 
１４２,８００円 

国 
１７０,２００円 
１３８,４００円 

区　分 

（注）一般行政職とは総職員数から特別職、税務職、医療職、教育職、企業職及び技能労務職を除いた職をいいます。 

一般行政職 
大学卒 
高校卒 

５年以上１０年未満 
２５９,３００円 
　　　　　 

１０年以上１５年未満 
２８７,５００円 
２６４,９００円 

１５年以上２０年未満 
３２２,９００円 
３０３,３００円 

区　分 

◆職員の平均給料月額、初任給等の状況

◆一般行政職の級別職員数等の状況（平成１８年４月１日現在）

７級 
６級 
５級 
４級 
３級 
２級 
１級 

標準的な職務内容 
部長級及び参事の職務 
次長、課長及び主幹の職務 
課長、主幹及び課長補佐の職務 
課長補佐及び主任の職務 
主査の職務 
主事及び技師の職務 
主事及び技師の職務 

職員数 
２３人 
５９人 
６１人 
１６４人 
１１８人 
８人 
４人 

構成比 
５.３％ 
１３.５％ 
１４.０％ 
３７.５％ 
２７.０％ 
１.８％ 
０.９％ 

区　分 

（注）①宇陀市の給与条例に基づく給料表の級区分による 
　　　　職員数です。 
　　　②標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する 
　　　　代表的な職務です。 

◆職員の手当の状況（普通会計）

 一人当たり平均支給額（平成１７年度） 
                                            １,６７３千円 
　(平成１７年度支給割合) 
　　　期末手当　　　　　　　　　勤勉手当 
　　　３.００月分　　　　　　　　１.４０月分 
　　（１.６０）月分　　　　　　（０.７０）月

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加算措置 

　　　　　　　　　　国 
 

　(平成１７年度支給割合) 
　　　期末手当　　　　　　　　　勤勉手当 
　　　３.００月分　　　　　　　　１.４５月分 
　　（１.６０）月分　　　　　　（０.７５）月

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加算措置 

　　　　　　　　　宇陀市 
（１）期末手当・勤勉手当 

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

◆総　括
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（支給率） 
勤続２０年 
勤続２５年 
勤続３５年 
最高限度額 
その他の加算措置 
１人当たり平均支給額 

自己都合 
２３.５０月分 
３３.５０月分 
４７.５０月分 
５９.２８月分 

 
１０,８８５千円 

勧奨・定年 
３０.５５月分 
４１.３４月分 
５９.２８月分 
５９.２８月分 

 
２６,６８２千円 

国 
（支給率） 
勤続２０年 
勤続２５年 
勤続３５年 
最高限度額 
その他の加算措置 
 

自己都合 
２３.５０月分 
３３.５０月分 
４７.５０月分 
５９.２８月分 
同左 

勧奨・定年 
３０.５５月分 
４１.３４月分 
５９.２８月分 
５９.２８月分 

 
 

宇陀市 

定年前早期退職特例措置（２％～２０％加算） 

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成１７年度に退職した職員に支給された平均額です。 

（２）退職手当（平成１８年４月１日現在） 

（３）地域手当（調整手当） 

（４）特殊勤務手当 

（５）時間外勤務手当 

（６）その他の手当（平成１８年４月１日現在） 

支給職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算） 
支給対象地域 

市内全域（行政職） 
支給率 
３％ 

国の制度（支給率） 
０％～１８％ 

７２,８３６千円 
１２０,５８９円 

支給実績（平成１７年度決算） 

（注）調整手当は、平成１８年４ 
　　　月１日より地域手当に変更 
　　　されました。 

支給職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算） 
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成１７年度） 
手当の種類（手当数） 
代表的な手当の名称 

６,３８１千円 
５６,９７３円 
１８.５％ 
８種類 

保育士手当、教諭手当、福祉事務所現業手当、下水道作業手当、動物死体処理手当、ごみ収集等危険手当など 

支給実績（平成１７年度決算） 

職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算） 
１０６,８２８千円 
２８１,８６８円 

支給実績（平成１７年度決算） 

(注)著しく危険、不快、不健康または困難な勤務その他の著しく特殊な勤務で、給与上の特別の考慮を必要とする場合もしくは、 
　　その特殊性を給料で考慮することが適当でない勤務に従事する場合に支給されます。 
 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

管理職手当 

宿日直勤務手当 

内容及び支給単価 

●配偶者１３,０００円　●子どもその他の親族で２人目まで
１人につき６,０００円〔扶養親族でない配偶者を有する場
合の１人目の親族は６,５００円、配偶者のない職員の１人
目の親族は１１,０００円〕、３人目以降は５,０００円 
●満１６歳の年度初～満２２歳の年度末までの子：１人に
つき５,０００円を特別加算 
借家：最高支給限度額：２７,０００円 
持家：２,５００円（購入から５年経過していないもの） 
持家：１,０００円（購入から５年経過したもの） 
交通機関利用者：全額支給限度額５５,０００円（６カ月定期
分支給） 
自動車等利用者：２km以上で５kmごとに１３段階の区分（最
高限度額２４,５００円） 
部長級１４％、次長級１２％、課長・主幹級１０％、課長補
佐級８％ 
宿日直をした職員　１回４,２００円 

国の制度 
との異同 

同 

一部異な
る 

同 

同 

同 

支給実績 

７７,２５０千円 

１４,７０３千円 

３１,８８６千円 

８８,６０３千円 

６,１５１千円 

支給職員１人当た
り平均支給年額 

２２１,３４７円 

６４,７７１円 

７７,３９３円 

３９３,７９１円 

 

手当名 
（平成１７年度決算） 

（平成１７年度決算） 

◆特別職の報酬等の状況（平成１８年１２月１日現在）

市　長 
助　役 
区　長 
教育長 

議　長 
副議長 
議　員 

給料月額等 
８２０,０００円 
６８０,０００円 
４９５,０００円 
５７０,０００円 

４３０,０００円 
３６０,０００円 
３３０,０００円 

区　分 
市　長 
助　役 
区　長 

議長 

副議長 ３.３５月分 

教育長 

期末手当 

３.３５月分 

３.００月分 

区　分 

 

議員  
（注）但し、教育長に６月期０.７２５月分、１２月期０.７２５月分の勤勉手当が支給されます。 



平成１７年 平成１８年 

一
般
行
政 

特別行政 
　
公
営
企
業
等 

　
　
　
　
会
計 

合　計 

議　　会 
総　　務 
税　　務 
民　　生 
衛　　生 
労　　働 
農林水産 
商　　工 
土　　木 

小　計 
教　育 
病　院・診療所 
水　道 
下水道 
その他 

小　計 

職員数 

９ 
１２５ 
２９ 
１３１ 
５１ 
０ 
３５ 
１６ 
４８ 
４４４ 
１４７ 
２５０ 
２４ 
１１ 
７８ 
３６３ 
９５４ 

５ 
１１２ 
２６ 
１１８ 
５５ 
１ 
３６ 
１９ 
５６ 
４２８ 
１３３ 
２３０ 
２４ 
７ 
７３ 
３３４ 
８９５ 

対前年 
増減数 
△４ 
△１３ 
△３ 
△１３ 
４ 
１ 
１ 
３ 
８ 

△１６ 
△１４ 
△２０ 
０ 

△４ 
△５ 
△２９ 
△５９ 

 区　分 
部　門 

（１）部門別職員数の状況（各年４月１日現在） 

（２）年齢別職員構成の状況（平成１８年４月１日現在） 

職員数 

２０歳 
 

未満 
０人 

２０歳 
～ 
２３歳 
１２人 

２４歳 
～ 
２７歳 
２９人 

２８歳 
～ 
３１歳 
６７人 

３２歳 
～ 
３５歳 
１２１人 

３６歳 
～ 
３９歳 
９８人 

４０歳 
～ 
４３歳 
１０２人 

４４歳 
～ 
４７歳 
１５８人 

４８歳 
～ 
５１歳 
１５２人 

５２歳 
～ 
５５歳 
９６人 

５６歳 
～ 
５９歳 
５６人 

６０歳 
 

以上 
４人 

計 

８９５人 

区　分 

（注） 
①職員数は一般職に属する職員数であり、
　教育長、臨時職員、非常勤職員等を除 
　いたものです。 
②公営企業等会計部門のその他は、保養 
　センター美榛苑、介護老人保健施設さ 
　んとぴあ榛原、国民健康保険事業、区 
　画整理事業及び介護保険事業のことを 
　いいます。 
 

◆職員数の状況

◆公営企業職員の状況

水道局 
市立病院 
さんとぴあ榛原 
美榛苑 

総費用（Ａ） 
４１５,９９３千円 
３,８２８,０４０千円 
４５６,９０８千円 
６５８,６３０千円 

職員給与費（Ｂ） 
１１７,２８８千円 
１,８１１,５３４千円 
２４４,２２９千円 
２４３,８６２千円 

総費用に占める職員給与費比率（Ｂ／Ａ） 
２８.２％ 
４７.３％ 
５３.５％ 
３７.０％ 

区　分 

①職員給与費の状況 
◆１７年度決算 

②職員の平均年齢及び平均給料月額の状況（平成１８年４月１日現在） ③職員手当の状況 
◆期末手当・勤勉手当 

◆１８年度予算 

水道局 
市立病院 
さんとぴあ榛原 
美榛苑 

職員数（Ａ） 

２４人 
２２４人 
３５人 
２０人 

給与費 
給与 

９９,２２０千円 
９１０,０００千円 
１１６,０００千円 
７７,１１２千円 

職員手当 
２１,３８８千円 
３０４,５９０千円 
２６,４００千円 
２４,３６３千円 

期末・勤勉手当 
４０,９９２千円 
３６９,７１０千円 
４５,０００千円 
３２,７７５千円 

計（Ｂ） 
１６１,６００千円 
１,５８４,３００千円 
１８７,４００千円 
１３４,２５０千円 

一人当たり給与費 
（Ｂ／Ａ） 
６,７３３千円 
６,９１８千円 
５,６７９千円 
６,７１３千円 

区　分 

（注）①職員手当には退職手当を含んでいません。　　②職員数は、平成１８年４月１日現在の人数です。 

水道局 
市立病院 
さんとぴあ榛原 
美榛苑 
(１７年度支給割合)　　期末手当　　　　　勤勉手当 
　　　　　　　　　　　３.００月分　　　　１.４０月分 
(加算措置の状況) 
　職制上の段階、職務の級等による加算措置　　 

１人当たり平均支給額（１７年度） 
１,６２１千円 
１,４８５千円 
１,２１８千円 
１,４７６千円 

区　分 水道局 

市立病院 

さんとぴ
あ榛原 

美榛苑 

医師 
看護師 
医療技術員 
事務職員 
技能労務職員 
医師 
看護師 
医療技術員 
事務職員 
技能労務職員 
事務職員 
技能労務職員 

平均年齢 
４２.０歳 
４１.６歳 
４１.０歳 
３７.２歳 
４３.０歳 
４９.０歳 
５２.５歳 
４９.４歳 
３７.６歳 
４２.６歳 
３１.７歳 
４２.５歳 
４４.２歳 

平均給料月額 
３４１,２７５円 
４７５,３３２円 
３１２,４６６円 
３０４,３７６円 
３５２,５５３円 
２７８,２６８円 
５６９,８００円 
３５２,２２２円 
３０８,８５０円 
３６１,７６７円 
２０８,１７０円 
３４８,０８８円 
３０３,８３３円 

区　分 
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◆地域手当（調整手当） 

◆特殊勤務手当 

◆時間外勤務手当 

◆その他の手当（平成１８年４月１日現在） 

水道局 

市立病院 

さんとぴあ榛原 

美榛苑 

支給実績（１７年度決算） 

２,３２７千円 

１７,３４３千円 

３,３２２千円 

２,４１５千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（１７年度決算） 

１２９,３０５円 

１２０,７２２円 

９７,７０３円 

１２０,７８７円 

支給率 

３％ 

３％ 

３％ 

３％ 

区　分 

水道局 

市立病院 

さんとぴあ榛原 

美榛苑 

支給実績（１７年度決算） 

２,４５２千円 

４７,４３１千円 

１,８１０千円 

７,３４３千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（１７年度決算） 

２０９千円 

４１８千円 

６２千円 

５６４千円 

区　分 

（注）時間外勤務手当には、休日勤務手当も含みます。 

水道局 

市立病院 

さんとぴあ榛原 

美榛苑 

支給実績 

（１７年度決算） 

３８３千円 

６９,４００千円 

３,４９６千円 

３,４３８千円 

支給職員１人当た

り平均支給年額 

（１７年度決算） 

２８,８６８円 

３３６,０７７円 

１１６,５３３円 

１７１,９００円 

職員全体に占める

手当支給職員の割

合（１７年度） 

７３.６％ 

９１.１％ 

８８.２％ 

１００.０％ 

手当の種類 

（手当数） 

１ 

１２ 

４ 

１ 

主な特殊勤務手当名称 

浄水場勤務手当 

医師手当、Ｘ線放射作業手当、臨床検査

技師手当、臨床工学技士手当、薬剤師手

当、看護師手当等 

医師手当、看護師手当、理学療法士・作

業療法士手当、介護業務手当 

美榛苑調理師等手当 

区　分 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

管理職手当 

宿日直手当 

内容及び支給
単価 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 

１回 ５,０００円 

支給実績 
（１７年度決算） 

３,３６０千円 

５５６千円 

１,０４４千円 

２,７９４千円 

１,３５０千円 

支給職員１人当た
り平均支給年額 
（１７年度決算） 
２３５,７８９円 

１５８,７１４円 

７０,８０６円 

４４６,９７２円 

７９,４１２円 

手当名 

●水道局 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

管理職手当 

夜間勤務手当 

宿日直手当 

内容及び支給
単価 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 
２２時から翌
朝５時の間に
正規勤務を命
じられた職員 
宿日直業務を命じ
られた職員（※） 

支給実績 
（１７年度決算） 

１６,８０８千円 

９,９８７千円 

２２,５２６千円 

２４,２６１千円 

１１,９８５千円 

６５,９１３千円 

支給職員１人当た
り平均支給年額 
（１７年度決算） 
２１６,８８０円 

１８９,６２５円 

１５４,９０８円 

５２０,８１１円 

１６０,１５３円 

４１０,６７５円 

手当名 

●市立病院 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

管理職手当 

夜間勤務手当 

宿日直手当 

内容及び支給
単価 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 

２２時から翌朝５
時の間に正規勤務
を命じられた職員 
看護師１回 
４,５００円～８,０００円 
介護職員１回４,０００円 

支給実績 
（１７年度決算） 

２,４４２千円 

７９０千円 

１,７５５千円 

２,９３１千円 

２,４０６千円 

４,６０１千円 

支給職員１人当た
り平均支給年額 
（１７年度決算） 
２２１,９５５円 

１５８,０００円 

８７,７６７円 

５８６,１２３円 

１００,２６３円 

１９１,６９６円 

手当名 

●さんとぴあ榛原 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

管理職手当 

宿日直手当 

内容及び支給
単価 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 

一般行政職に同じ 

１回４,６００円 

支給実績 
（１７年度決算） 

４,６５５千円 

１０３千円 

１,１０７千円 

２,６２４千円 

１,４９０千円 

支給職員１人当た
り平均支給年額 
（１７年度決算） 
２９０,９３７円 

７,９２３円 

６１,５０８円 

３７４,８５１円 

１６５,６００円 

手当名 

●美榛苑 

※医師：１回１１,０００円～２２,０００円 
　薬剤師等：１回３,５００円～１３,０００円 
　看護師：１回４,５００円～２２,０００円 



人事行政の運営などの状況
◆職員の任免に関する事項
（１）職員採用の状況（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

一般行政職 
医療職（医師） 
医療職（医療技術者） 
医療職（看護師） 
技能労務職 

計 

男性 
０人 
３人 
１人 
０人 
１人 
５人 

女性 
０人 
１人 
２人 
９人 
１人 
１３人 

計 
０人 
４人 
３人 
９人 
２人 
１８人 

職種別 
（２）職員の退職の状況（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

勧奨退職 
普通退職 
分限免職 
懲戒免職 
失職 
死亡退職 

０人 
２５人 
２４人 
０人 
０人 
０人 
１人 

定年退職 

※技能労務職は、さんとぴあ榛原の介護職員です。 

◆職員の勤務時間その他の勤務条件

◆職員の分限及び懲戒処分の状況

●分限処分者数（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

●懲戒処分者数（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

勤務実績がよくない場合 
心身の故障の場合 
職に必要な適格性を欠く場合 
職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合 
刑事事件に関し、起訴された場合 

免職 
０人 
０人 
０人 
０人 
０人 

降任 
０人 
０人 
０人 
０人 
０人 

休職 
０人 
７人 
０人 
０人 
０人 

降給 
０人 
０人 
０人 
０人 
０人 

計 
０人 
７人 
０人 
０人 
０人 

 

法令に違反した場合 
職務上の義務に違反した場合 
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 

免職 
０人 
０人 
０人 

停職 
０人 
０人 
０人 

減給 
１人 
０人 
０人 

戒告 
０人 
０人 
０人 

計 
１人 
０人 
０人 

 

（１）分限の状況 
　分限処分は、公務能率を維持することを目的として、心身の故障や職に必要な適格性を欠くなど一定の事由がある場合に、 
職員の意に反する不利益な身分上の変動をもたらす処分です。その種類として、免職、降任、休職、降給があります。 

　（２）懲戒の状況 
　　懲戒処分は、職員が法令や職務上の義務等に違反した場合に道義的責任を問うことにより、公務における規律と秩序を維持 
　することを目的とする処分です。その種類として、免職、停職、減給、戒告があります。 

（１）職員の勤務時間（公務の運営上、特別の形態によって勤務する必要のある職員を除きます） 

４０時間 

開始時間 

８：３０ 

終了時間 

１７：１５ 

休憩時間 

１２：００～１２：４５ 

休息時間 
１２：４５～１３：００ 
１５：００～１５：１５ 

１週間の勤務時間 

（２）年次有給休暇の取得状況（平成１７年１月１日～平成１７年１２月３１日） 

（３）時間外勤務の状況（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

（４）育児休業の状況（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 
（５）介護休暇の状況（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

３３,７３１日 
総使用日数 
６,０９８日 

全対象職員数 
９４５人 

平均使用日数 
６.５日 

取得率 
１８.１％ 

総付与日数 

５６,９３７時間 
職員一人当たりの平均時間 

８３時間 
時間外勤務総時間 

新たに育児休業を取得した者 
男性 
１人 

 女性 
１２人 

前年度から引き続いている者 ０人 １６人 

　職員には、１年を通じて２０日間の年次有給休暇が与えられます。当該年に与えられた年次有給休暇の日数のうち、 
その年に使用しなかった日数がある場合には、翌年に限りこの残日数を繰り越して使用することができます。 

　職員は、任命権者の承認を受けて、当該職員の３歳に満 
たない子を養育するため、当該子が３歳に達するまで、育 
児休業をすることができます。育児休業中は、給与は支給 
されません。 

　職員の配偶者、父母、子、配偶者の父母等が、負傷、疾 
病または、老齢により２週間以上にわたり日常生活を営む 
ことに支障がある場合、その介護のために６月の期間内に 
おいて必要と認められる期間、介護休暇を取得できます。 
　介護休暇中の給与は、減額されます。 

新たに介護休暇を取得した者 
男性 
０人 

 女性 
２人 

前年度から引き続いている者 ０人 ０人 
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市職員の任用、勤務時間、その他の勤務条件、分限及び懲戒、服務、研修などの状況を公表します。



◆職員の福祉及び利益の保護の状況

◆給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求の状況（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

◆不利益処分に関する不服申立の状況（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

◆職員の営利企業等の従事制限の状況
　地方公務員法第３８条の規定により、職員は、営利を目的と 
する私企業を営むことを目的とする団体の役員等への就任、自 
ら営利を目的とする私企業の経営、報酬を受けての事業への従 
事などは禁止されていますが、「宇陀市職員の営利企業等の従 
事制限に関する規則」に定める基準に適合する場合には許可で 
きます。 
 職員の営利企業等従事許可の状況（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

職務の遂行に支障を来さない範囲において、任命権者
が特殊の事情があると認めた場合 
信用失墜行為の発生のおそれがないものであって、職
務の遂行に支障を来さず、かつ、職員の占める職と密
接な関係がないと認められる場合 

上欄の場合において、職員の占める職と密接な関係が
ある場合においても、任命権者が特殊の事情があると
認めた場合 

職員団体の業務に専ら従事する場合 

１人 

１人 

０人 

０人 

０人 

単に名目的のものであって、職務の遂行に支障を来さ
ず、かつ、職員の占める職と密接な関係がないと認め
られる場合 

（１）研修機関（奈良県市町村会館）における研修の状況 
　　　　　　　　　　（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

階層別職員研修 
能力開発・向上研修 

参加研修回数 
２回 
８回 

参加者数 
３人 
１５人 

研修名 

（２）独自で行った職員研修の状況 
　　　　　　　　　　（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

男女共同参画研修 
メンタルヘルス研修 

参加研修回数 
１回 
１回 

参加者数 
７８人 
６５人 

研修名 

（１）健康診断の状況（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

（２）公務災害補償制度 

定期健康診断 
人間ドック 

受診者数 
５４９人 
３２１人 

健康診断の種類 

地方公務員災害補償基金　奈良県支部 
公務災害認定件数 

１３件 
災害の概要 

針刺事故、骨折、ねんざ等 
加入団体 

　　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、地方公共団体の当局より適当な措置が執られるよ 
　う要求することができます。 
　　この要求があったとき、公平委員会は、審査を行い事案を判定し、その権限に属する事項については自らこれを実行し、そ 
　の他の事項については権限を有する地方公共団体の機関に対し必要な勧告をしなければならないこととされています。　 

０件 
措置要求件数 

０件 
継続件数 

　職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けたときは、公平委員会に対して不服申立てができます。 
　この不服申立てを受理したとき、公平委員会は、その事案の審査を行い、その処分の承認、修正または、取消しを行い、必 
要がある場合は、任命権者に対し職員がその処分によって受けた不当な取扱いを是正するための指示をしなければならないこ 
ととされています。 
　　 

０件 
不服申立件数 

０件 
継続件数 
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◆職員の研修の状況

宇陀市職員の飲酒運転等に関する
処分基準を改定しました

市では、次のとおり飲酒運転に関する処分を柱にす
る「宇陀市職員の懲戒処分の基準等に関する規程」の
うち、「飲酒運転等の処分基準」を改定し、平成１８年
１１月１日から適用することとしました。
【飲酒運転等の処分基準の主な改正内容】
●処分の厳格化

●処分対象の拡大
道路交通法で刑罰・行政処分の対象とならない酒気

を帯びての運転であっても、処分の検討を行う。
●報告の義務
飲酒運転で行政処分や警察の警告を受けた場合にお

ける報告義務を明文化。報告を怠った場合は、量定を
加重する。

改正後 

改正前 

 
人身事故 
人身事故以外 
人身事故 
人身事故以外 

免職 
○ 
○ 
○ 
○ 

停職 
― 
○ 
○ 
○ 

減給 
― 
― 
○ 
○ 

戒告 
― 
― 
― 
○ 

 

改正後 
改正前 

免職 
○ 
― 

停職 
○ 
― 

減給 
― 
― 

戒告 
― 
― 

 

①飲酒運転を行った者に対する処分の厳格化 

②飲酒運転のほう助や同乗者に対する処分の厳格化 
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◆
大
宇
陀
町
、
菟
田
野
町
、
榛
原

町
及
び
室
生
村
の
廃
置
分
合
に

伴
う
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関

す
る
協
議
書
の
一
部
を
変
更
す

る
条
例
の
制
定

地
域
協
議
会
の
委
員
の
報
酬
は

支
給
し
な
い
と
す
る
改
正
が
あ
り

ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
の
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

に
よ
り
、
地
域
自
治
区
長
の
給
料

が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
改
正
前
）→

（
改
正
後
）

月
額
63
万
円→

49
万
５
千
円

・
地
域
生
活
支
援
事
業
費
（
４
２

２
万
５
千
円
）

・
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
（
１
９
６
万
６
千
円
）

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
（
３
４
３
万
１
千
円
）

・
市
指
定
ご
み
袋
・
シ
ー
ル
代

（
４
２
５
万
６
千
円
）

・
地
域
産
業
活
性
化
支
援
事
業
費

（
１
０
５
万
円
）

・
毛
皮
革
屑
処
理
施
設
改
修
工
事

費
（
３，
８
０
８
万
４
千
円
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

（
７
２
２
万
１
千
円
）

・
文
化
教
室
及
び
十
五
夜
の
集
い

関
係
経
費
（
２
７
５
万
２
千
円
）

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

費
（
３，
３
１
５
万
円
）

◆
歯
科
診
療
所
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

医
療
用
器
機
器
具
購
入
に
伴
う

財
源
更
正

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠

出
金
な
ど
、
１
億
７，
２
７
０
万

３
千
円
の
増
額
で
、
補
正
後
の
予

算
総
額
は
36
億
８，
６
７
０
万
３

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
診
療
施
設
勘
定
で
は
、

人
件
費
22
万
９
千
円
の
増
額
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
１
億
６，

５
４
２
万
９
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
（
第

１
号
）

前
年
度
の
老
人
医
療
給
付
費
県

負
担
金
精
算
等
に
よ
る
９
６
４
万

円
の
増
額
で
、
補
正
後
の
予
算
総

額
は
41
億
５，
１
０
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第

１
号
）

前
年
度
の
保
険
給
付
費
用
の
精

算
等
に
よ
る
２，
０
６
６
万
１
千

円
増
額
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
、
25
億
９，
８
９
６
万
１
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
２

号
）

人
件
費
７
２
２
万
１
千
円
の
増

額
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

10
億
３，
５
５
３
万
２
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

◆
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
18
年
１
月
１
日
の
合
併
に

伴
い
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
旧
大
宇
陀
町
各

会
計
の
７
件
、
旧
菟
田
野
町
各
会

計
の
８
件
、
旧
榛
原
町
各
会
計
の

18
件
、
旧
室
生
村
各
会
計
の
８
件

並
び
に
平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で
の
宇
陀
市
一
般
会

計
・
特
別
会
計
12
件
と
企
業
会
計

４
件
の
合
計
57
件
の
平
成
17
年
度

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定

と
、
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計
欠

損
金
処
理
及
び
、
水
道
事
業
特
別

会
計
剰
余
金
処
分
の
２
議
案
に
つ

い
て
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
け

て
９
月
５
日
提
案
さ
れ
、
９
月
13

日
の
質
疑
後
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
25
日
の
本
会
議
で
決
算
審

査
特
別
委
員
長
に
よ
る
審
査
結
果

報
告
の
後
、
採
決
の
結
果
す
べ
て

の
会
計
決
算
と
欠
損
金
処
理
及
び

剰
余
金
処
分
に
つ
い
て
認
定
及
び

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
第
３
回
定
例
会
は
、

９
月
５
日
か
ら
25
日
ま
で
の
21
日

間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
18
年

度
の
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
及

び
一
部
改
正
、
平
成
17
年
度
の
旧

町
村
及
び
宇
陀
市
の
各
会
計
の
決

算
な
ど
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。議

会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議

案
が
原
案
通
り
承
認
、
可
決
、
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
審
議
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

第3回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

専
　
決
　
処
　
分

予
　
算
　
関
　
係

退
職
等
に
伴
う
人
件
費
、
土
地
開

発
基
金
や
老
人
保
健
事
業
等
各
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
集
中
豪
雨

に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
費
、
そ
の

他
急
を
要
す
る
事
務
事
業
経
費
の

増
減
並
び
に
地
方
債
補
正
等
、
２

億
７，

２
２
９
万
４
千
円
の
増
額

で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
２
０

５
億
８，

３
４
７
万
１
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り

で
す
。

(
)

内
は
予
算
額

・
議
員
報
酬
等
及
び
政
務
調
査
費

（
１，
７
２
２
万
４
千
円
）

・
土
地
開
発
基
金
繰
出
金
及
び
減

債
基
金
積
立
金
（
１
億
３，
２

３
４
万
３
千
円
）

・
奈
良
交
通
路
線
バ
ス
運
行
補
助

金
（
９
０
０
万
円
）

・
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
事
業
費

（
５
１
２
万
４
千
円
）

【
条
例
】

◆
宇
陀
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
制
定

議
員
の
調
査
研
究
に
必
要
な
経

費
の
一
部
と
し
て
、
政
務
調
査
費

を
交
付
す
る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

◆
宇
陀
市
代
替
バ
ス
事
業
に
関
す

る
条
例
の
制
定

榛
原
駅
か
ら
室
生
口
大
野
駅
ま

で
の
奈
良
交
通
バ
ス
路
線
の
廃
止

に
伴
い
、
生
活
交
通
を
維
持
・
確

保
す
る
代
替
バ
ス
を
運
行
す
る
た

め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
の
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
、
費
用
弁

償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

に
よ
り
、
議
員
の
報
酬
額
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

（
現
行
）→

（
改
正
後
）

○
議
長
　
35
万
円→

43
万
円

【
平
成
18
年
度
補
正
予
算
】

◆
一
般
会
計
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
職
員
の

条
例
制
定
な
ど
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○
副
議
長
　
29
万
円→

36
万
円

○
議
員
　
27
万
円→

33
万
円

◆
宇
陀
市
母
子
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
改
正

医
療
制
度
改
革
に
伴
い
、
70
歳

以
上
の
高
齢
者
の
入
院
時
の
生
活

医
療
費
が
、
福
祉
医
療
の
助
成
対

象
外
と
な
る
た
め
、
助
成
範
囲
の

控
除
項
目
と
す
る
た
め
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

医
療
制
度
改
革
に
伴
い
、
少
子

化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
出
産
育

児
一
時
金
の
支
給
額
を
引
き
上
げ

る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

（
現
行
）→

（
改
正
後
）

30
万
円→

35
万
円

◆
宇
陀
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

集
積
場
所
に
出
さ
れ
た
粗
大
ご

み
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
一
般
廃
棄

物
（
資
源
ご
み
）
を
市
が
回
収
す

る
前
に
無
断
で
持
ち
去
る
こ
と
を

禁
止
す
る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

◆
宇
陀
市
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定

受
益
者
か
ら
寄
付
金
と
し
て
徴

収
し
て
い
た
こ
の
事
業
の
経
費
の

一
部
を
、
分
担
金
と
し
て
徴
収
す

る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と
に
つ
い
て
（
３
件
）

３
件
の
公
用
車
接
触
事
故
に
よ

る
修
理
代
の
支
払
い
に
つ
い
て
、

相
手
方
と
和
解
し
、
過
失
割
合
に

応
じ
て
損
害
賠
償
額
の
決
定
を
行

い
ま
し
た
。

【
意
見
書
等
の
提
出
】

次
の
２
件
の
意
見
書
等
が
可
決

さ
れ
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し

た
。

◆
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
全
国
配
備
へ

新
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書

◆
公
共
工
事
か
ら
の
暴
力
団
排
除

に
関
す
る
決
議

◆
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
関
係
す
る
条
例
を
一
括
し
て

整
理
す
る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

【
そ
の
他
】

◆
財
産
の
取
得

大
宇
陀
区
内
の
「
心
の
森
総
合

福
祉
公
園
」
事
業
用
地
と
し
て
、

土
地
開
発
公
社
の
所
有
地
を
買
い

戻
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
財
産
の
所
在
地
　
宇
陀
市
大
宇

陀
区
拾
生
２
０
０
番
地
ほ
か
１

１
５
筆

○
財
産
の
表
示
　
土
地
　
７
５，

２
０
５．

９
０
㎡

○
取
得
金
額
　
７
億
９，

６
９
０

万
２
９
９
円

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答
の

趣
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

つ
い
て

現
在
四
つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー

で
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

新
築
し
て
一
つ
に
と
い
う
事
も
考
え

ら
れ
る
が
、
当
面
、
統
合
し
て
大
き

な
能
力
の
あ
る
大
宇
陀
と
榛
原
の
二

つ
で
運
営
し
て
い
き
た
い
。
又
、
給

食
業
務
に
つ
い
て
は
民
間
委
託
等
も

視
野
に
入
れ
て
、
子
供
の
健
全
な
育

成
の
た
め
に
も
環
境
整
備
を
し
て
い

き
た
い
。

不
登
校
の
問
題
に
つ
い
て

不
登
校
は
大
変
憂
慮
す
べ
き

問
題
で
、
多
様
化
・
複
雑
化
し

て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
中
学
校

に
入
っ
て
な
じ
み
に
く
い
生
徒
や
、

学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、

児
童
虐
待
な
ど
が
あ
る
。
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
心
の
相
談
員
等
を
派
遣
し
相

談
、
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
子
供
は

国
の
宝
。
学
校
と
家
庭
の
連
携
を
密

に
地
域
で
子
供
を
育
て
て
い
く
と
い

う
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

文
部
科
学
省
全
国
学
力
テ
ス
ト

に
つ
い
て

国
際
的
に
日
本
の
子
供
は
学

力
が
低
下
し
て
来
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
国
は
来
春
全
国
一
斉
で
学

力
テ
ス
ト
を
原
則
実
施
の
予
定
で
あ

る
が
、
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

市
と
し
て
は
、
テ
ス
ト
の
結
果
だ

け
で
学
力
を
早
急
に
判
断
す
る
事
に

つ
い
て
の
問
題
も
あ
り
、
結
果
の
公

表
や
出
題
内
容
も
含
め
専
門
家
等
の

意
見
も
聞
き
十
分
論
議
し
て
決
め
た

い
。

住
民
自
治
意
識
の
高
揚
に
つ
い

て
限
ら
れ
た
財
源
で
効
率
的
、

効
果
的
な
行
政
推
進
の
た
め
、

行
政
主
導
か
ら
住
民
主
体
の
意
思
と

責
任
に
よ
り
地
域
の
課
題
の
解
決
を

図
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
事

が
重
要
で
あ
る
。

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
行
政

情
報
、
財
政
状
況
等
の
情
報
提
供
の

機
会
を
増
や
し
、
市
民
と
の
協
働
に

向
け
、
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
る
。

設
置
さ
れ
た
地
域
自
治
区
の
区

長
の
職
務
と
役
割
に
つ
い
て

住
民
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
地

域
間
格
差
の
不
安
を
感
じ
な
い

よ
う
、
ま
た
住
民
と
行
政
が
協
働
し

て
施
策
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
地
域

協
議
会
、
地
域
自
治
区
、
地
域
自
治

区
の
区
長
が
設
置
さ
れ
た
。
区
長
は
、

市
長
や
助
役
の
職
務
を
補
佐
し
、
地

域
協
議
会
の
運
営
・
事
務
を
統
括
し
、

地
域
事
務
所
と
本
庁
と
の
円
滑
な
連

絡
調
整
等
に
努
め
る
。

地
域
協
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
地
域
協
議
会
は
、
市
長
か
ら

諮
問
さ
れ
た
事
項
、
地
域
の
重

要
な
案
件
等
に
つ
い
て
幅
広
く
審
議

し
、
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
っ
て

い
く
た
め
の
意
見
具
申
機
関
で
あ
る
。

今
後
も
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
本
庁

や
各
区
相
互
間
の
円
滑
な
連
絡
調
整

に
よ
り
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
。

平
成
19
年
度
予
算
の
編
成
方
針

の
考
え
方
に
つ
い
て

来
年
度
見
込
ま
れ
る
一
般
財

源
が
約
16
％
減
る
こ
と
か
ら
、

行
政
制
度
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し

て
、
歳
入
は
市
税
等
の
財
源
確
保
、

地
方
債
の
上
限
設
定
、
歳
出
も
人
件

費
の
見
直
し
、
経
常
経
費
の
節
減
、



関
係
機
関
・
団
体
と
も
連
携
し
、
未

利
用
、
低
利
用
農
地
の
活
用
、
担
い

手
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
へ
の
理
解
や
地

産
地
消
の
取
り
組
み
等
を
推
進
し
、

農
業
の
振
興
に
努
め
て
行
き
た
い
。

財
政
改
革
に
つ
い
て

国
も
地
方
も
財
政
危
機
に
陥

っ
て
お
り
、
宇
陀
市
も
同
じ
で

あ
る
。
来
年
度
予
算
は
税
源
移
譲
は

見
込
め
る
も
の
の
、
基
金
の
減
少
な

ど
で
財
源
の
確
保
は
非
常
に
厳
し
い

状
態
で
あ
り
、
歳
出
を
カ
ッ
ト
し
て

行
か
な
け
れ
ば
組
め
な
い
状
況
に
あ

る
。
重
点
事
業
の
市
民
病
院
の
整
備
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む

一
方
、
行
政
改
革
を
推
進
し
て
財
政

カ
ッ
ト
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

有
害
鳥
獣
の
後
処
理
に
つ
い
て

猟
友
会
が
有
害
鳥
獣
を
捕
獲

さ
れ
た
後
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
食
材
等
へ
の
有
効
利
用
も
関
係

機
関
と
検
討
す
る
。
市
と
し
て
環
境

面
も
含
め
、
焼
却
や
埋
葬
等
の
方
法

も
あ
る
が
、
再
度
市
と
し
て
地
域
の

関
係
者
と
検
討
し
た
い
。

都
市
計
画
道
路
東
町
西
峠
線
に

つ
い
て

宇
陀
市
の
玄
関
口
と
し
て
、

ま
た
、
住
民
期
待
の
東
町
西
峠

線
の
着
手
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
事

業
計
画
書
を
作
成
し
、
次
年
度
国
及

び
県
に
要
望
し
ま
す
。
早
期
完
成
を

め
ざ
し
平
成
20
年
度
か
ら
着
手
し
ま

す
。

老
朽
化
の
進
ん
だ
谷
口
会
館
に

つ
い
て

昭
和
14
年
谷
口
作
次
郎
氏
夫

妻
の
寄
付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

老
朽
化
が
進
ん
で
平
成
８
年
の
調
査

の
結
果
、
倒
壊
や
大
破
壊
の
危
険
が

あ
る
と
さ
れ
た
が
、
住
民
か
ら
は
残

し
た
い
と
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。

費
用
対
効
果
や
当
地
が
急
傾
斜
地
に

な
っ
て
い
る
事
、
一
般
的
な
木
造
の

寿
命
50
年
を
経
過
し
て
い
る
事
な
ど

も
含
め
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は

十
分
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
設
置
と
救
命
講
習
及
び

推
進
に
つ
い
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
素
早
い
応
急
措

置
で
救
命
率
を
上
げ
る
上
で
大

変
重
要
で
あ
り
、
市
内
で
も
設
置
さ

れ
て
い
る
。

今
後
も
市
役
所
を
始
め
、
公
共
施

設
へ
の
導
入
と
、
そ
の
使
用
方
法
も

取
り
入
れ
た
講
習
会
へ
の
参
加
を
浸

透
さ
せ
て
行
き
た
い
。

宇
陀
市
の
公
共
事
業
で
の
談
合

防
止
に
つ
い
て

よ
り
良
い
品
物
を
よ
り
安
く

と
い
う
事
を
念
頭
に
電
子
入
札
、
郵

便
入
札
、
ま
た
一
般
競
争
入
札
等
の

導
入
も
検
討
を
重
ね
て
参
り
た
い
。

落
札
率
が
高
い
か
ら
す
べ
て
談
合
し

て
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
透
明

性
の
確
保
、
公
正
な
競
争
、
談
合
防

止
に
つ
い
て
は
当
市
だ
け
で
な
く
他

市
、
県
で
も
い
ろ
ん
な
形
で
こ
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

合
併
特
例
債
で
の
事
業
計
画
に

つ
い
て

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基

づ
き
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
は
、
自
治

区
ご
と
で
特
例
債
と
過
疎
債
を
、
ま

た
病
院
の
整
備
は
、
原
則
的
に
は
、

公
営
企
業
債
で
あ
る
が
、
施
設
・
設

備
の
増
強
に
つ
な
が
る
も
の
は
合
併

特
例
債
の
適
用
を
検
討
し
て
い
る
。

合
併
特
例
債
と
言
っ
て
も
い
ず
れ
は

返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

次
代
に
で
き
る
だ
け
残
し
た
く
な
い
。

よ
り
効
果
的
な
形
で
合
併
特
例
債
を

活
用
し
て
行
き
た
い
。
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新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
等
に
基
づ
か

な
い
事
業
の
原
則
禁
止
な
ど
で
支
出

の
抑
制
を
図
り
、
行
政
改
革
大
綱
の

進
捗
と
併
せ
て
編
成
し
て
い
く
。

宇
陀
市
の
活
性
化
に
向
け
た
施

策
に
つ
い
て

大
和
都
市
計
画
区
域
の
線
引

き
は
、
平
成
21
年
度
に
む
け
て

の
実
施
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

奈
良
県
全
体
が
人
口
減
少
傾
向
に
あ

り
市
街
化
区
域
の
縮
小
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
市
内
の
見
直
し
は
、
総
合

計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
ま
す
が
、
区
域
の
拡
大
は

見
込
ま
れ
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
法
の
規
定
に
基

づ
く
奈
良
県
条
例
で
は
、
市
が
指
定

す
る
こ
と
に
よ
り
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
一
定
の
規
制
緩
和
の
運
用

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
地
域

の
活
性
化
な
ど
地
域
の
実
情
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
保
全
と
活
用
と
の
土
地

利
用
を
図
る
た
め
に
十
分
検
討
し
て

行
き
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
つ
い

て
昨
今
青
少
年
を
め
ぐ
る
問
題

は
深
刻
化
し
、
憂
慮
す
べ
き
事

態
が
多
い
。
安
全
確
保
等
に
向
け
、

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
巡
回
に
加
え
、

学
校
、
家
庭
・
地
域
、
関
係
団
体
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
子
供
は
地
域

で
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
市
青

少
年
健
全
育
成
協
議
会
を
軸
と
し
な

が
ら
多
く
の
人
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
地
域
で
子
供
達
を
健
全
に
育

て
て
い
く
方
途
を
考
え
て
行
き
た
い
。

交
通
体
系
・
利
用
実
態
か
ら
現

状
に
即
応
し
た
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ

ム
が
必
要
で
な
い
か

市
内
の
交
通
体
系
を
維
持
す

る
た
め
、
赤
字
バ
ス
路
線
へ
の

補
て
ん
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
を

並
行
し
て
実
施
す
る
方
向
だ
が
、
赤

字
補
て
ん
路
線
の
バ
ス
が
空
で
走
る

と
い
う
事
態
は
避
け
た
い
。
よ
り
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
る
た
め
、
市

の
交
通
体
系
と
し
て
更
に
調
査
検
討

し
て
行
き
ま
す
。

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
へ
の
対
応
に
つ
い
て

時
間
的
な
制
約
、
調
理
員
の

人
数
や
施
設
設
備
と
の
関
わ
り

な
ど
も
あ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童

へ
の
個
別
献
立
は
現
状
で
は
非
常
に

困
難
な
状
況
で
あ
る
。

学
校
給
食
は
食
の
教
育
、
人
権
に

関
わ
る
事
で
も
あ
り
、
関
係
者
と
十

分
協
議
し
な
が
ら
給
食
提
供
の
方
法

を
積
極
的
に
考
え
て
行
き
た
い
。

宇
陀
市
の
農
業
に
つ
い
て

市
内
に
は
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
者
が
52
名
で
、
特
色
あ
る

農
業
の
振
興
に
寄
与
し
て
お
ら
れ
る
。



ま
ち
お
こ
し
の
た
め
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
は
ど
う
か

旧
榛
原
町
で
以
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
を
や
っ
た
事
が
あ
り
、

ず
い
ぶ
ん
反
響
が
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
と
い
う
の
は
確
か
に
宇
陀
市
の

存
在
を
内
外
に
大
い
に
Ｐ
Ｒ
す
る
効
果

が
期
待
で
き
、
可
能
で
あ
れ
ば
実
施
に

向
け
て
努
力
し
て
行
き
た
い
。

高
齢
者
へ
の
負
担
増
の
軽
減
策

を
講
じ
よ

本
年
の
税
制
改
正
に
伴
い
高

齢
者
の
負
担
が
増
え
た
。
市
民

税
、
介
護
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、

法
律
や
条
例
に
基
づ
き
、
年
次
的
な

軽
減
措
置
や
緩
和
措
置
な
ど
の
策
を

講
じ
て
い
る
。

市
民
病
院
の
救
命
救
急
医
療
体

制
に
つ
い
て

市
立
病
院
で
は
休
日
・
夜
間

は
入
院
患
者
及
び
救
急
患
者
の

対
応
の
た
め
、
原
則
24
時
間
体
制
で

内
科
・
外
科
系
の
各
１
名
の
医
師
が

日
・
当
直
勤
務
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
県
指
導
に
よ
る
桜
井
地
区

病
院
群
輪
番
制
事
業
に
よ
り
関
係
地

域
の
５
病
院
が
輪
番
制
で
救
急
患
者

の
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
体
制
は
限
ら
れ
た
診
療
科
の
医
師

の
た
め
、
病
状
な
ど
が
専
門
化
し
て

対
応
が
で
き
な
い
と
判
断
す
れ
ば
、

救
急
患
者
の
受
入
を
断
ら
ざ
る
を
得

な
い
場
合
も
あ
る
。
今
後
も
受
入
可

能
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
可
能
な
限

り
、
地
域
の
医
療
機
関
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
行
く
。

防
災
工
事
に
係
る
財
政
支
援
に

つ
い
て

市
内
で
は
山
林
面
積
が
全
体

の
約
74
％
を
占
め
て
お
り
、
急

傾
斜
地
も
非
常
に
多
く
、
高
齢
化
も

進
ん
で
い
る
。

市
と
し
て
国
、
県
費
の
補
助
以
外

に
10
〜
20
％
を
負
担
し
、
一
部
は
受

益
者
負
担
で
あ
る
。
今
回
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
事
業
分
担
金
条
例
を
制
定

し
、
負
担
割
合
等
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
る
。

過
疎
債
適
用
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

既
に
平
成
18
年
度
の
実
質
公

債
費
比
率
が
20
・
４
％
と
い
う

高
い
現
状
で
は
有
利
な
過
疎
債
適
用

事
業
で
も
十
分
精
査
を
す
る
必
要
が

あ
る
。
菟
田
野
・
室
生
区
内
は
過
疎

債
が
適
用
さ
れ
る
が
、
合
併
特
例
債

の
活
用
も
含
め
、
効
率
的
な
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
実
行
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

就
労
の
場
の
確
保
と
地
場
産
業

の
活
性
化
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
は
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
必
要
で
あ
る
。
都
祁
・
室

生
に
ま
た
が
る
県
営
工
業
団
地
が
平

成
６
年
に
計
画
さ
れ
、
県
も
こ
の
事

業
化
を
進
め
て
い
く
と
答
弁
し
て
い

る
が
、
用
地
交
渉
等
の
難
航
に
よ
り

な
か
な
か
進
展
し
て
い
な
い
。

地
場
産
業
の
活
性
化
の
た
め
、
新

規
特
産
品
の
開
発
希
望
者
を
募
集
し
、

特
産
品
の
認
定
を
行
い
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

と
共
に
特
産
品
認
定
マ
ー
ク
を
貼
り

つ
け
、
優
れ
た
商
品
で
あ
る
事
を
明

示
を
す
る
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

区
長
と
地
域
協
議
会
の
役
割
分

担
に
つ
い
て

区
長
と
い
う
の
は
執
行
機
関

の
職
で
あ
り
、
そ
し
て
地
域
協

議
会
と
い
う
の
は
付
属
機
関
と
同
時

に
審
査
や
調
査
を
行
い
、
地
域
住
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
つ
つ
こ
れ
を
処

理
す
る
た
め
に
意
見
を
述
べ
る
具
申

機
関
で
あ
る
。

行
政
と
住
民
が
協
働
し
て
均
衡
あ

る
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

期
限
の
定
め
は
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
果
た
し
て
行
き
た
い
。

急
が
れ
る
市
民
病
院
の
整
備
に

つ
い
て

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
患
者

の
流
出
、
医
療
制
度
改
革
や
新

臨
床
研
修
制
度
に
伴
う
常
勤
医
の
不

足
、
ま
た
近
隣
競
合
病
院
の
施
設
の

拡
充
や
医
療
機
器
の
強
化
が
図
ら
れ

た
こ
と
等
に
よ
り
外
来
及
び
入
院
患

者
数
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。

市
民
が
安
心
で
き
る
医
療
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
市
民
病
院
の
建
替
え

を
進
め
る
と
と
も
に
、
経
営
改
善
計

画
を
策
定
し
職
員
の
意
識
改
革
を
図

る
方
針
で
あ
る
。

第
二
、
第
三
の
夕
張
市
と
な
ら

な
い
た
め

報
道
に
よ
る
と
財
政
難
で
あ

っ
た
夕
張
市
は
新
し
い
総
合
計

画
を
立
案
し
、
自
主
自
立
の
道
を
選

ん
だ
が
、
一
時
借
入
金
や
地
方
債
の

不
適
切
な
運
用
等
が
原
因
で
再
建
団

体
と
な
っ
た
。
も
し
そ
の
よ
う
な
事

態
に
な
る
と
歳
出
を
カ
ッ
ト
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
も
低
下
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
。
市
は
そ
の
よ
う
な
事
態
を

絶
対
に
避
け
る
た
め
、
予
算
規
模
を

縮
小
し
、
行
政
改
革
の
推
進
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宇
陀
市
各
区
教
育
行
政
に
つ
い

て
よ
り
良
い
教
育
実
現
の
た

め
、
学
習
面
や
生
活
面
な
ど
幾

つ
か
の
項
目
に
つ
い
て
自
己
・
内

部
・
外
部
評
価
を
行
っ
て
お
り
、
特

に
外
部
評
価
は
学
校
評
議
員
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
の
方
々
に
評
価
を
し
て
も

ら
い
、
結
果
を
公
表
し
て
い
く
。
ま

た
各
区
、
地
域
に
よ
っ
て
教
育
の
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
理
科
助
手
や
栄
養

教
諭
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
の
調

整
も
必
要
だ
が
、
積
極
的
に
取
り
組

み
学
校
教
育
の
更
な
る
向
上
を
図
る
。

総
務
省
が
２
０
０
６
年
度
導
入

し
た
自
治
体
の
財
政
健
全
度
指

標
に
つ
い
て

地
方
債
の
実
質
公
債
費
比
率

の
関
係
で
、
宇
陀
市
の
地
方
債

残
高
は
17
年
度
末
で
お
よ
そ
３
７
３
億

８，

０
０
０
万
円
（
普
通
会
計
）
と
な

り
、
12
市
の
中
で
残
高
の
多
さ
は
５
番

目
で
あ
る
。
原
因
と
し
て
交
付
税
や
税

収
の
減
少
を
地
方
債
で
補
て
ん
し
て
き

た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
見
直
し
や
行
革
の
推
進
等

歳
出
の
削
減
し
か
こ
れ
か
ら
の
生
き
る

道
は
な
く
、
合
併
効
果
も
生
か
し
な
が

ら
７
年
か
ら
10
年
を
か
け
て
地
方
債
残

高
の
減
少
を
め
ざ
す
。

宇
陀
市
に
お
け
る
容
器
包
装
廃

棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

本
年
６
月
に
消
費
者
、
自
治

体
、
事
業
者
の
責
任
分
担
で
容

器
包
装
廃
棄
物
の
減
量
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
容
器
包
装
廃
棄
物
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
当
市
に
お
い
て
も
循
環
型

社
会
の
構
築
に
向
け
、
ゴ
ミ
の
排
出
量

の
抑
制
、
再
使
用
、
再
利
用
の
い
わ
ゆ

る
３
Ｒ
を
推
進
し
、
市
民
と
の
協
働
で

減
量
化
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
分
別

基
準
に
適
合
し
た
分
別
収
集
、
保
管
施

設
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等

を
進
め
て
行
き
た
い
。
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福
祉
の
発
展
に
貢
献

〜
市
社
会
福
祉
大
会
〜

10
月
18
日
、
市
総
合
体
育

館
で
、「
す
べ
て
の
人
が
豊
か

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健

康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
第
１
回
市
社
会

福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
各
分
野
か
ら

福
祉
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
演
芸
の

部
で
は
、
大
衆
演
劇
　
や
ま

と
座
「
劇
団
　
ひ
と
丸
」
に

よ
る
芝
居
・
舞
踊
シ
ョ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

【
表
彰
者
】（
敬
称
略
）

民
生
児
童
委
員

岡
　
一
子
（
大
宇
陀
区
守
道
）

中
尾
　
清
子
（
大
宇
陀
区
小
附
）

西
岡
　
節
子
（
大
宇
陀
区
小
和
田
）

東
川
く
に
子
（
大
宇
陀
区
小
附
）

吉
田
長
太
郎
（
菟
田
野
区
古
市
場
）

鈴
口
　
齊

（
菟
田
野
区
下
芳
野
）

前
田
ふ
み
子
（
榛
原
区
萩
原
）

大
西
　
厚
子
（
室
生
区
大
野
）

社
会
福
祉
事
業
従
事
者

東
　
み
は
る
（
榛
原
区
高
萩
台
）

枡
宇
　
英
子
（
室
生
区
下
田
口
）

今
井
　
修

（
橿
原
市
）

福
本
美
智
子
（
桜
井
市
）

福
祉
分
野
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
・
団
体
等

大
宇
陀
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
（
大
宇
陀
区
／
団
体
）

松
尾
　
年
造
（
菟
田
野
区
古
市
場
）

尾
　
　
章
子
（
菟
田
野
区
上
芳
野
）

グ
ル
ー
プ
∞
（
フ
レ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
榛
原
）（
榛
原
区
／
団
体
）

四
つ
葉
会
（
榛
原
区
／
団
体
）

自
立
更
生
者

戸
嶋
　
敬
治
（
大
宇
陀
区
大
東
）

三
薮
　
孝
子
（
菟
田
野
区
宇
賀
志
）

的
場
　
芳
子
（
菟
田
野
区
佐
倉
）

栗
野
　
よ
子
（
榛
原
区
栗
谷
）

谷
　
　
君
子
（
榛
原
区
天
満
台
西
１
）

そ
の
他
社
会
福
祉
関
係
者
及

び
関
係
団
体
等

森
田
　
房
子
（
大
宇
陀
区
岩
室
）

村
上
　
榮
純
（
大
宇
陀
区
才
ケ
辻
）

中
谷
　
照

（
大
宇
陀
区
宮
奥
）

小
山
　
佳
子
（
大
宇
陀
区
西
山
）

吉
田
　
武
雄
（
菟
田
野
区
岩
　
）

久
保
田
　
清
（
榛
原
区
桧
牧
）

森
田
　
眞
次
（
榛
原
区
下
井
足
）

冨
森
　
節
子
（
榛
原
区
天
満
台
東
１
）

平
田
　
誠
三
（
榛
原
区
萩
原
）

藤
村
ス
ミ
子
（
榛
原
区
萩
原
）

松
下
　
利
明
（
榛
原
区
自
明
）

山
口
　
正
博
（
榛
原
区
山
辺
三
）

田
中
　
重
雄
（
榛
原
区
大
貝
）

西
川
　
義
孝
（
室
生
区
大
野
）

中
岡
　
了

（
室
生
区
上
笠
間
）

窪
田
　
静
枝
（
室
生
区
大
野
）

浦
中
　
章
吾
（
室
生
区
向
渕
）

向
久
保
正
就
（
室
生
区
室
生
）

公
平
委
員
会
制
度
　
周

年
記
念
総
務
大
臣
表
彰

10
月
24
日
、
公
平
委
員
会

制
度
55
周
年
に
当
た
り
、
委

員
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
対
し
て
、
総
務
大
臣

表
彰
が
行
わ
れ
、
11
月
７
日

と
13
日
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状

な
ど
の
伝
達
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
市
公
平
委
員
会
委
員

勝
井
　
章
文
（
室
生
区
上
笠
間
）

◆
旧
室
生
村
公
平
委
員
会
委
員

辰
峯
　
正

（
室
生
区
砥
取
）

平
成
１８
年
度
統
計
調
査

功
労
で
表
彰

11
月
16
日
、
県
新
公
会
堂

能
楽
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
長

年
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
功

績
の
あ
っ
た
調
査
員
に
対
し

て
、
平
成
18
年
度
県
統
計
功

労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。表

彰
状
な
ど
を
授
与
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
総
務
大
臣
表
彰

井
野
谷
　
文
一
（
室
生
区
西
谷
）

◆
県
統
計
協
会
会
長
表
彰

森
田
　
和
子（
大
宇
陀
区
本
郷
）

加
藤
　
義
浩（
菟
田
野
区
古
市
場
）

玉
村
　
文
（
菟
田
野
区
宇
賀
志
）

◆
平
成
18
年
度
経
済
産
業
省

調
査
統
計
部
長
感
謝
状

宮
北
　
和
重
（
室
生
区
無
山
）

井
上
　
昌
代
（
菟
田
野
区
平
井
）

勝井 章文さん辰峯 正　さん

井野谷 文一さん

55
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宝
く
じ
助
成
金
で
地
域
の

活
性
化

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
全
国
自
治
宝
く
じ

の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
受

け
入
れ
る
宝
く
じ
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
て
、
住
民

の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

平
成
18
年
度
事
業
と
し
て
、

上
宇
賀
志
農
家
組
合
（
菟
田

野
区
）
が
、
農
業
者
を
中
心

と
し
た
地
域
活
動
の
一
層
の

活
性
化
を
図
る
目
的
で
、
集

会
所
の
備
品
を
購
入
し
ま
し

た
。ま

た
、
榛
見
が
丘
自
治
会

（
榛
原
区
）
で
は
、
地
域
の
催

し
に
活
用
で
き
る
テ
ン
ト
な

ど
の
備
品
購
入
や
収
納
庫
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

室
生
龍
穴
太
鼓
（
室
生
区
）

で
は
、
練
習
に
励
み
、
ま
す

ま
す
地
域
活
動
を
す
す
め
て

い
く
た
め
、
和
太
鼓
を
購
入

し
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

市 展 賞  

金 賞  

銀 賞  

銅 賞  

奨 励 賞  

部　門 

絵 画  
絵 画  
書 芸  
写 真  
彫塑・工芸 
絵 画  
書 芸  
写 真  
彫塑・工芸 
絵 画  
書 芸  
写 真  
彫塑・工芸 
絵 画  
書 芸  
写 真  
彫塑・工芸 

作　品　名 

「赤富士」 
「赤目一景」 
「杜牧の詩」 
「雨上り」 
「望郷」 
「林」 
「俳句六区」 
「愛嬌者」 
「裳裾」 
「ヒマラヤ山旅スケッチ」 
「自詠六区」 
「干潟夕影」 
「若菜集より『初恋』」 
「春・初夏の花」 
「温」 
「夕暮れ時」 
「あっ！紅が。」 

氏名（住所・所属） 

仲　　和子（榛原区） 
奥田　英絵（榛原区） 
大森　一男（榛原区） 
芦田　俊男（榛原区） 
高橋　夏樹（室生区） 
大森寿津子（榛原区） 
橋口　奈央（榛原区） 
西村由佳里（市内在学） 
福永　敏子（榛原区） 
小西　益樹（榛原区） 
松下　利明（榛原区） 
矢川　和一（榛原区） 
田所　琢郎（榛原区） 
芝谷　博恵（榛原区） 
谷村　浅明（榛原区） 
千葉明日香（市内在学）
成島ゆき子（榛原区） 

賞　名 受賞品目 

白菜 
長大根 
さといも 
自然薯 
金ゴボウ 
コカブ 
ダリア 
ほうれん草 
白菜 
小豆 
米 
白菜 
ブロッコリー 
生椎茸 
原木椎茸 
丸大根 
ほうれん草 

（敬称略） 
特賞名 

県知事賞 
県議会議長賞 
県農業会議会長賞 
県東部農林振興事務所長賞 
市長賞 
市議会議長賞 
市農業委員会長賞 
宇陀農業推進協議会長賞 
県農業協同組合代表理事長賞 
県農業共済組合連合会長理事賞 
宇陀農業共済組合長賞 
大和高原南部土地改良区理事長賞 
大和高原北部土地改良区理事長賞 
市森林組合代表理事組合長賞 
室生村森林組合代表理事組合長賞 
奈良中央青果（株）社長賞 
　奈良大果社長賞 

氏名（住所） 

平田一男（大宇陀区） 
室　徳司（榛原区） 
霜永善之（大宇陀区） 
奥田義行（菟田野区） 
上西　進（大宇陀区） 
小西源藏（菟田野区） 
東峯惠子（榛原区） 
小林文一（大宇陀区） 
南裏勝三（大宇陀区） 
小　幸雄（大宇陀区） 
上田一彦（室生区） 
上戸正巳（大宇陀区） 
中村光晴（菟田野区） 
松下利明（榛原区） 
内田勝治（大宇陀区） 
山本文子（室生区） 
黒田元晴（榛原区） 

第 １ 回 市 美 術 展 覧 会 入 賞 者 は 次 の 方 々 で す  （敬称略） 農 林 産 物 品 評 会 　 特 賞 受 賞 者  

（株） 
美術展覧会入賞作品と審査員の作品を榛原ふれｉギャラリーで展示します。 
期間　１２月６日（水）～１７日（日）　午前９時～午後５時（１２日は休館） 

第
１
回
農
林
産
物
品
評

会
＆
即
売
会

11
月
３
日
、
大
宇
陀
ふ
れ

あ
い
交
流
ド
ー
ム
で
農
林
産

物
品
評
会
＆
即
売
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
農
家
の
方
々

か
ら
出
品
さ
れ
た
み
ご
と
な

農
林
産
物
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
、
出
品
物
の

即
売
会
が
行
わ
れ
、
収
益
金

６
８,
７
４
０
円
は
、
出
品
さ

れ
た
方
々
の
ご
厚
意
に
よ
り

善
意
銀
行
に
預
託
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
品
評
会
の
受
賞
者

（
特
賞
の
部
）
は
、
下
表
（
右
）

の
方
々
で
す
。

和太鼓【室生区】 収納庫【榛原区】 集会所備品【菟田野区】
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全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
出
場

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
大
会
に
出
場

野
田
詩
織
さ
ん
（
榛
原
中

学
校
３
年
）
は
、
10
月
27
日
か

ら
29
日
、
横
浜
市
で
行
わ
れ

た
第
37
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
の
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

種
目

女
子
円
盤
投
げ

成
績

全
国
７
位
入
賞

記
録

30
c
92

10
月
14
日
か
ら
16
日
の
間
、

第
６
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
、
10
月
13
日
か
ら

14
日
に
か
け
て
、
現
地
に
応

援
に
駆
け
つ
け
た
、
市
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
の
会
員
27

名
の
応
援
を
受
け
、
次
の

方
々
が
県
代
表
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
岡
村
浩
司
（
榛
原
区
）

水
泳
（
25
c
自
由
形
　
銀
メ
ダ

ル
／
50
c
自
由
形
　
銀
メ
ダ
ル
）

●
尾
崎
有
（
菟
田
野
区
）

や
り
投
げ
　
銅
メ
ダ
ル

★
第
１
回
菟
田
野
区
民
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会

（
10
月
22
日
　
菟
田
野
運
動
場
）

優
　
勝

宇
賀
志
チ
ー
ム

準
優
勝

下
芳
野
チ
ー
ム

３
　
位

上
芳
野
チ
ー
ム

佐
倉
チ
ー
ム

宇賀志チームの皆さん

榛
原
中
学
校
職
場
体
験

榛
原
中
学
校
２
年
生
の
１

５
８
人
が
、
11
月
７
日
か
ら

３
日
間
、
榛
原
区
内
の
50
事

業
所
で
職
場
体
験
学
習
（
※
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

農
場
で
家
畜
の
世
話
や
野

菜
の
取
り
入
れ
を
体
験
し
た

生
徒
は
「
思
っ
て
い
た
よ
り

し
ん
ど
か
っ
た
。
長
時
間
か

が
ん
だ
ま
ま
の
作
業
も
多
く
、

腰
が
痛
く
な
っ
た
。
で
も
、

職
場
の
人
た
ち
が
優
し
く
親

切
に
し
て
く
れ
た
の
で
と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
仕
事
を
体
験
し
、
働
く
人
々
の

姿
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
自
ら

の
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

ス
ポ
レ
ク
　
男
女
混
合
綱

引
に
出
場

10
月
21
日
か
ら
23
日
、
第

19
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
「
ス
ポ
レ

ク
鳥
取
２
０
０
６
」
男
女
混

合
綱
引
の
部
に
県
代
表
と
し

て
、
市
か
ら
「
榛
原
ミ
サ
キ

綱
引
ク
ラ
ブ
」
が
出
場
さ
れ

国
語
教
育
研
究
会
開
催

11
月
９
日
、
田
原
小
学
校

で
、
県
内
小
・
中
学
校
教
員

約
１
３
０
人
の
参
加
の
も
と
、

「
県
国
語
教
育
研
究
会
　
秋
季

研
究
大
会
」（
※
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
絵
本
作
家
の
川

端
誠
さ
ん
を
招
き
、「
絵
本
と

と
も
に
旅
を
し
て
」
と
題
し

た
講
演
会
を
行
っ
た
ほ
か
、

公
開
授
業
や
研
究
発
表
な
ど

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
国

語
教
育
の
進
展
に
役
立
て
よ

う
と
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

※
公
開
授
業
や
研
究
発
表
、
講
演

会
な
ど
を
と
お
し
て
、
全
て
の
学

習
の
基
礎
と
な
る
「
言
葉
の
力
」

の
身
に
つ
け
方
を
考
え
る
も
の
で
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。

結
成
か
ら
12
年
、
週
２
回

の
練
習
を
休
ま
ず
に
続
け
て

こ
ら
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

息
の
合
っ
た
試
合
運
び
で
、

初
日
の
予
選
リ
ー
グ
を
見
事

勝
ち
抜
き
、
決
勝
リ
ー
グ
へ

と
進
ま
れ
ま
し
た
。

決
勝
リ
ー
グ
で
は
、
昨
年

の
優
勝
チ
ー
ム
な
ど
予
選
全

勝
の
強
豪
チ
ー
ム
の
中
で
苦

し
い
試
合
が
続
き
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
試
合
を
諦
め
る
こ

と
な
く
綱
を
引
き
、
３
位
の

成
績
を
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

★
榛
原
・
室
生
区
　
囲
碁
交

流
大
会
（
10
月
７
日
　
室
生
振

興
セ
ン
タ
ー
）

初
め
て
の
交
流
試
合
で
、
手

合
わ
せ
に
格
差
が
あ
り
ま
し
た

が
、
和
や
か
な
親
睦
交
流
大
会

に
な
り
ま
し
た
。

【
成
績
上
位
者
】（
敬
称
略
）

岡
村
伸
一
（
七
段
　
６
勝
０
敗
）

村
田
好
男
（
六
段
　
６
勝
０
敗
）

水
口
好
雄
（
六
段
　
６
勝
０
敗
）

片
山
英
二
（
六
段
　
５
勝
１
敗
）

松
岡
孝
行
（
五
段
　
５
勝
１
敗
）

山
村
隆
彦
（
初
段
　
５
勝
１
敗
）

津
越
弥
一
（
１
級
　
５
勝
１
敗
）

中
山
茂
男
（
３
級
　
５
勝
１
敗
）

大 会 の 結 果  

写真は、(株)新日本海新聞社提供です
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「
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
ぶ
ん

か
さ
い
」

11
月
５
日
、
大
和
富
士
ホ

ー
ル
で
「
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い

ぶ
ん
か
さ
い
」（
ひ
だ
ま
り
主

催
）
が
、
榛
原
区
天
満
台
東

４
丁
目
子
供
会
と
各
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

琴
や
詩
吟
の
同
好
会
の

方
々
の
演
奏
を
は
じ
め
、
手

品
、
高
校
生
ダ
ン
ス
や
ギ
タ

ー
演
奏
、
幼
稚
園
児
、
小
学

生
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

文
化
祭
を
と
お
し
て
、
子

ど
も
た
ち
と
地
域
の
方
々
の

交
流
を
は
か
る
有
意
義
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

地
域
の
公
民
館
で
文
化
祭

10
月
21
・
22
日
、
天
満
台

東
公
民
館
で
恒
例
の
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
約
２
７
０
人
の

来
館
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
回
24
回
目
を
迎
え
る
文

化
祭
に
は
、
当
公
民
館
で
活

動
さ
れ
て
い
る
陶
芸
、
水
墨

画
、
山
野
草
の
会
な
ど
10
サ

ー
ク
ル
の
ほ
か
、
一
般
参
加

作
品
な
ど
合
計
１
６
０
点
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

見
事
な
作
品
に
、
来
館
者

か
ら
驚
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

楽
し
く
お
芋
掘
り

森
開
煕
さ
ん
（
榛
原
区
池

上
）
は
、
10
月
17
日
、
榛
原

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
を
お
芋

掘
り
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
お
芋
を
掘

る
た
び
に
「
ほ
ら
、
見
て
見

て
」
と
、
大
変
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

森
開
さ
ん
は
、
芋
掘
り
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
、
毎
年
、
幼

稚
園
児
や
各
種
団
体
の
方
々

を
お
芋
掘
り
に
招
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
市
役
所
や

榛
原
区
内
の
公
共
施
設
に
葉

ぼ
た
ん
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
だ
さ
り
、
皆
さ
ん
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

歩
け
歩
こ
う
会

晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
５

日
、「
歩
け
歩
こ
う
会
」（
市

体
育
協
会
菟
田
野
支
部
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
矢
田
寺
か
ら

松
尾
寺
ま
で
の
尾
根
道
約
４

d
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

「
国
見
台
展
望
台
」
で
は
、

霞
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が

大
和
平
野
が
一
望
で
き
、
ま

さ
に
「
や
ま
と
は
国
の
ま
ほ

ろ
ば
／
た
た
な
づ
く
青
垣
／

山
こ
も
れ
る
／
や
ま
と
し
う

る
は
し
」
大
い
に
参
加
者
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
和
民
俗
博
物
館

で
は
、
奈
良
大
和
の
地
に
育

ま
れ
た
生
活
用
具
や
古
民
家

宇
陀
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
シ
ル
バ
ー
環
境
美
化
の

日
」
で
あ
る
10
月
18
日
、
社

団
法
人
宇
陀
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
合
併

後
、
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
約
２
２
０
人

の
会
員
の
方
々
は
、
４
つ
の

区
に
分
か
れ
て
公
共
施
設
周

辺
の
草
刈
や
道
沿
い
の
ご
み

拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

会
員
の
方
は
、「
こ
れ
か
ら

も
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
地

域
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

を
ゆ
っ
く
り
と
見
学
さ
れ
、

お
だ
や
か
な
秋
の
一
日
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。
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　　１２月の保健カレンダー 

大宇陀保健センター（1８３‐２２５５）
◎教室【大宇陀区対象】 

（水） （木） 

※対象者…介護保険サービスを受けていない虚弱老人 
（希望される方は、必ず大宇陀保健センターへご連絡ください） 

※対象…おおむね65歳以上の方で、一人暮らしや高齢者世帯の方 
定員　20人　　参加費　１回200円（送迎有り） 

お達者 
クラブ 

実施日・内容 

　13日　　・　21日　　 

内容：体操・ゲームなど 

開催時間 
午後１時30分
　～３時15分 

場所 

大宇陀保健
　センター 

教室名 

（受付：午後１時 
　　～１時３０分） 

（木） はつらつ
料理教室 

実施日・内容 

　７日　　 

内容：高齢者のための
料理教室 

開催時間 
午前10時～ 
　　12時30分 

場所 

大宇陀保健
　センター 

教室名 

（受付：午前９時 
　３０分～１０時） 

菟田野保健センター（1８４‐９９２５）

榛原保健センター（1８２‐０９９８）

◎予防接種 

（木） 三種混合 
（ＤＴＰ） 

対象 
３カ月～90カ月未
満の児 

実施日 

７日　 

受付時間 
午後１時～
　１時50分 

場所 
榛原保健 
センター 

種類 

ぬく森の郷（1９２‐５２２０）

◎健康診査 

１０～１１カ月
児健康診査 

総合健診 

乳 が ん  
検 診  

対象 
平成18年１月～
２月生まれの児 

すでに健診の
申し込みをさ
れている方 
※問診票を個
別に送付しま
す。 

実施日 

15日 

２日 

16日 

14日 

受付時間 
午後１時～ 
　　１時50分 

男　午前７時50分
　　　　　～８時 
女　午前８時20分
　　　～８時30

午後１時～２時 

場所 

榛原保健 
　センター 

宇陀市立病院 

榛原保健 
　センター 

健診名 

（土） 

（土） 

（金） 

２歳児歯科
健康診査 

平成16年９月～
11月生まれの児 

19日 
午後１時～ 
　　１時30分 

（火） 

４～５カ月 
児健康診査 

平成18年７月～
８月生まれの児 

22日 
午後１時～ 
　　１時50分 

（金） 

（木） 

大宇陀区 

菟田野区 

榛原区 

◎教室 

（月） 

（月） 

（火） 

（火） 

運動の 
つどい 
健診結果
勉強会 
はつらつ
料理教室 

対象または内容 
筋力アップ運動・有
酸素運動など 
11月20日の基本健康 
診査を受診された方 

高齢者のための料理 
教室 

実施日 
４日 

11日 

12日 

５日 

開催時間 

午後１時30分
　～３時30分 
 

午前10時～ 
　　午後１時 

場所 
ぬく森
の郷 

下田口 
会館 

ぬく森
の郷 

教室名 

大宇陀区・菟田野区共通 室生区 

※総合健診の結果説明会は、受診日に日程の用紙を渡します。

◎教室 

いきいき運動講座：体力・体格測定、運動実技など 
ぞうさん教室：「サンタさんと遊ぼう」子ども同士・親同士の交流など 

いきいき 
運動講座⑤ 
ぞうさん教室 

対象 
参加申し込みをされ
た方 

０歳～５歳児の未入所・
未入園児とその養育者 

実施日 

６日 

21日 

開催時間 
午前９時30分
～11時30分 

午前１０時
　　～１１時 

場所 

菟
田
野 

保
健
セ
ン
タ
ー 

教室名 

（木） 

（水） 

１歳６カ月児・ 
３歳児健診 

◎健康診査 

（木） 

対象 実施日 受付時間 場所 
ぬ
く
森

の
郷 

健診名 
平成17年４月～６月生まれの児 
平成15年４月～６月生まれの児 

21日 
午後１時～ 
　１時30分 

◎健康診査 

（金） 

4～５カ月
児健康診査 
１０～１１カ月
児健康診査 

対象 
平成18年７月～８月生ま
れの児 

平成18年１月～２月生ま
れの児 

実施日 

22日 

受付時間 

午後１時～
　１時30分 

場所 

菟
田
野 

保
健
セ
ン
タ
ー 

種類 

（木） ２歳児歯科
健康診査 

平成16年８月～11月生ま
れの児 

14日 

◆脳いきいき教室〈転倒・認知症予防教室〉（榛原区対象）
いつまでも、いきいきと健康に暮らすために行いま

す。
日時　平成１９年１月１７日（水）・３１日（水）、２月１４日
（水）・２８日（水）、３月１４日（水）・２０日（火）・２８日（水）
※時間はいずれも午前９時３０分～１１時３０分です。
場所 榛原保健センター
内容　転倒及び認知症予防のためのトレーニング、レク
リエーションなど

対象　６５歳以上の人
募集人数　２０人（申し込
み多数の場合は抽選）

費用　無料
申し込み １２月２０日（金）
までに榛原保健センタ
ーへ

◎教室 

（木） 
血液サラ
サラ教室 

実施日 

７日 

開催時間 
午後１時30分 
　～３時30分 

内容 
運動実習 
（生活習慣病予防運動） 

場所 
大宇陀 
体育館 

教室名 

申し込み　事前に各区の保健センター 

◆筋力アップ・水中運動教室参加者募集（大宇陀区対象）

水中運動は、全身の筋肉を使う有酸素運動で生活習
慣病の予防に最適です。体を動かして、心身ともにリ
フレッシュしてみませんか。
日程
平成１９年１月１０日（水）・１５日（月）・２２日（月）・２９日（月）
２月５日（月）・１５日（木）・１９日（月）・２６日（月）
３月５日（月）・１２日（月）・１９日（月）・２６日（月）
時間 午後１時～３時（２月１５日のみ午前９時３０分
～１１時３０分）
場所 大宇陀保健センター、あきののゆ（バーデゾーン）
対象者 水中運動を行うのに支障のない方
定員 ２０名
参加費 プール入場料（１回４００円）
申し込み １２月２７日（水）までに大宇陀保健センターへ

◎予防接種 

（火） 
三種混合 
（ＤＴＰ） 

対象 
３カ月～90カ月
未満の児 

実施日 

12日　 

受付時間 

午後１時～
　１時30分 

場所 

大宇陀保健 
　　センター 

種類 

（火） ＢＣＧ ３カ月～６カ月
未満の児 

19日　 

◎予防接種 

（水） ＢＣＧ 
 

対象 
生後３カ月～６カ
月未満の児 

実施日 

６日　 

受付時間 

午後１時～
　１時30分 

場所 

ぬく森の
郷 

種類 

（水） 
三種混合 
（ＤＴＰ） 

生後３カ月～９０
カ月未満の児 

13日　 
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大宇陀区子育て支援室
（大宇陀幼児園内／1８３‐３５１１）

菟田野区子育て支援センター“キッズ”
（菟田野保育所内／1８４‐３５８６）

●わくわくランド
「わくわくランド」に子どもさんと一緒に参加して

みませんか。ワイワイ・ガヤガヤおしゃべりしながら、
制作をしたり、クッキングを楽しんだり、いろんな知
恵を出し合いながら活動しましょう。
日時 １２月５日（火）午前１０時～１１時３０分
場所 菟田野保健センター
対象 未就園児とその保護者
内容 クッキング（ケーキづくり）
持ち物 エプロン、三角きん（費用は当日徴収）
※次回、１月９日（火）：制作（何をつくるかお楽しみに）

●子育て支援室（事前に電話が必要です）
いつでも自由に遊びに来てください。
実施日 月～金曜日 午前９時～午後５時まで

●さくらんぼひろば（榛原区限定）
子育て中の友達づくり、情報交換、親子の触れ合い

の場として、「さくらんぼひろば」を実施します。希
望に応じて、子どもの発達相談や身体測定などを行い
ます。気軽にご参加ください。
日時 １２月２０日（水） 午前１０時～１１時３０分
場所 子育て支援センター（榛原北保育園内）
内容 クリスマスを楽しもう　ボランティア「ひなた
ぼっこさん」が来園します。一緒に楽しみましょう。
対象 生後６カ月以上の未就園児とその保護者
定員 先着２０組程度
持ち物 母子健康手帳、水筒、着替え、タオルなど
申し込み １２月１１日（月）から榛原北保育園か子育て
支援センターへ電話で（土、日を除く午前９時～午
後４時）

●園庭開放（雨天中止）
実施日 毎月第１土曜日 午前９時～１１時３０分

榛原区子育て支援センター
榛原北保育園／1８２‐１１４３

子育て支援センター／1８２‐１５５５

児童ふれあい交流促進事業　「かんかんくらぶ」
（室生北児童館／1０７４３‐８２‐１８４７）

●かんかん食事
日時 １２月１４日（木）午前１０時～午後１時
場所 ぬく森の郷
内容 クリスマスケーキづくり他、クリスマス会
講師 笹尾純子さん
持ち物 エプロン、三角きん、子ども１人につき５００
円以内のプレゼント
費用 大人１人４００円
申込締切日 １２月７日（木）

●かんかん絵本
日時 平成１９年１月１１日（木）午前１０時３０分～１２時
場所 室生北児童館
内容 絵本の読み聞かせ、お正月遊び、１月生まれの
誕生会
申込締切日 １２月２７日（水）
【各事業の定員・申し込みは次のとおりです】
定員 ２０組（室生区１５組・他地区５組）
申し込み 室生北児童館へ（土、日を除く午前９時～
午後５時まで）

●室生保育所で園庭開放　（室生保育所／1９２‐３００５）
園庭の遊具や砂場で自由に遊べますので、親子で気

軽に遊びに来てください。
実施日 毎月第２土曜日　午前９時～１１時（雨天中止）

●子育て支援室開放日
誰でも参加できますので、ぜひ遊びに来てください。
親子でお友達をつくり、楽しく子育てしましょう。
開放日 １２月４日（月）・８日（金）・１５日（金）・２０日（水）
開催時間 午前９時３０分～１１時３０分
開催場所 大宇陀幼児園（子育て支援室）

●親子教室「にじの広場」参加者追加募集
未就園児とその親が集い、交流する「にじの広場」

に、余裕がありますので申し込みください。
開催時間 午前９時３０分～１１時３０分
開催場所 大宇陀幼児園（子育て支援室）
募集対象年齢・人数

問い合わせ 上記の表でお子さんの該当する教室名を
確認の上、大宇陀幼稚園子育て支援室まで

いちご 
さくらんぼひろば 
みかん 
オレンジ 
ぶどう 

H１８年度年齢 

０歳児 

１歳児 

２～３歳児 

対象生年月日 
Ｈ１７.１０.１～Ｈ１８.４.１ 
Ｈ１７.４.２～Ｈ１７.９.３０ 

Ｈ１６.４.２～Ｈ１７.４.１ 

Ｈ１４.４.２～Ｈ１６.４１ 

募集人数 
４名 
７名 
３名 
６名 
４名 

教室名 

高齢者インフルエンザ予防接種　　～お早めに～

高齢者（接種当日満６５歳以上）の方を
対象に、インフルエンザ予防接種を実施
しています。
接種できる回数は、毎年度１回限りで、

期限は平成１８年１２月３１日までです。
対象の方で、まだ接種をされていない

方は、お早めに医療機関で接種してくだ

さい。市・宇陀郡医療機関で接種される
場合は、直接医療機関にお問い合わせく
ださい。
市・宇陀郡外の医療機関を希望される

場合は、各保健センターまたはぬく森の
郷へ申し込んでください。
なお、自己負担額は１,０００円です。
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■12月4日から10日まで
「人権週間」です
「世界人権宣言」は、基本的人

権及び自由を遵守し確保するため
に、世界のすべての人々とすべて
の国々とが達成すべき共通の目標
として、昭和23年（1948年）12月
10日の第3回国際連合（国連）総
会において採択されました。
国連は、世界人権宣言の採択を

記念して、採択日の12月10日を
「人権デー」と定め、加盟国に対し、
人権擁護活動を推進するため各種
行事を実施するよう要請していま
す。
法務省及び全国人権擁護委員連

合会では、「人権デー」を最終日と
する1週間を「人権週間」と定め、
世界人権宣言の意義を訴え、人権
意識の高揚に努めています。
本年も、12月4日から10日まで

を「第58回人権週間」として「育
てよう　一人一人の　人権意識
ー思いやりの心･かけがえのない命
を大切にー」をはじめ各種の強調
事項を掲げ、広く人権意識の高揚
を呼びかけています。
■人権相談（人権擁護委員による
人権相談）
○12月4日　午前9時～午後3時／
市役所　○12月6日　午前9時30
分～午後3時／菟田野人権交流セン
ター
■法律相談（弁護士による無料法
律相談）
○12月7日　午後1時～4時（予約
制）／桜井市まほろばセンター
※法律相談については、電話によ
る予約が必要です。ご予約は、12
月1日から法務局桜井支局（0744-
42-2896）までお願いします。ま
た、法律相談に関するお問い合わ
せは、法務局桜井支局へお願いし

固定資産税（第3期）及び国民健康保険税
（第6期）の納期限は12月25日bです。
税金は納期内に納めましょう。

※納付、口座振替に関するお問い合わせ
は収納課へ

休館日　5･12･19･26･28～31日
開館時間　午前9時～午後5時

◎美術展覧会入賞作品展
12月6日d～17日a

ふれｉギャラリー 
まちなみギャラリー
休館日　　毎週水曜日
開館時間　午前9時～午後5時

■市社会教育課による
「松岡正雄漆絵」の展示

12月1日f～24日a

※入館料　無料

■うたの「笛物語」クリスマスコ
ンサート
リコーダ

ーの音色に
合わせて歌
ってみませ
んか。皆さ
んが知っている歌です。当日歌詞
カードをお配りします。また先着
100名にプレゼントも用意してい
ますので、気軽にご参加ください。
日時　12月17日a午後1時開演
場所　菟田野公民館「いきいきホ
ール」 ゲスト　ボーカルデュオ
「フィオーレ」 入場料　無料　そ
の他　特大びっくり仕掛絵本も登
場します。
Y東方（184-3160）

■浅名正昌　新春写真展　開催
テーマ　トンボの情景～トンボた
ちのたくましく生
きる姿に魅せられ
て～

会期　平成19年1月
5日～1月 3 0日
午前9時～午後7
時（定休日:水･木
曜日）

場所　室生アートハウス２F（室生
区向淵）

その他 併催で油彩小品展（浅名
佳子）を開催します。

Y 室生アートハウス　角谷方
（192-2777）

ます。
Y法務局桜井支局（10744-42-
2896）

■無料法律相談（奈良弁護士
会中和法律相談センター）
無料で法律相談が受けられます。

ご利用ください。
相談日　毎週火･金曜日午後1時～
4時　場所　中和法律相談センタ
ー本所（高田市大中106-2経済会
館4階）

相談日　第2･3水曜日午後1時～4
時　場所　橿原市役所北館1階
予約受付　それぞれ、相談日の1
週間前の午前9時30分から受付
します。（先着順）

Y 中 和 法 律 相 談 セ ン タ ー
（10745-24-5403）

■保健所のHIV抗体検査及び
相談業務のご案内
12月1日の「世界エイズデー」

に関連して、次の相談業務を行っ
ています。ご利用ください。
■定例のHIV抗体検査･相談
日時　毎週水曜日午前9時～11時
場所　桜井保健所　内容　HIV抗
体迅速検査（約1時間で結果がわか
ります）･相談　その他 B型肝
炎･C型肝炎の抗体検査を実施して
います。
■休日･夜間検査･相談
休日　12月3日a午後2時～4時
夜間　12月6日d午後5時30分～7
時30分（内容や場所は定例と同じ
です。）
Y桜井保健所（10744-43-3131）
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ゴ　ミ　収　集　日　程
■菟田野区【菟田野地域事務所地域市民課（184-2521）】
◎燃えるゴミ収集 毎週月･木曜日
◎ガラス･ビン類ゴミ収集　毎月10日
◎金属類ゴミ収集　毎月20日
■室生区【室生地域事務所　市民環境課（192-2001）】
☆燃えないゴミ
◎12月11日 上笠間･下笠間･深野･小原･染田･多田･無山･奥山
◎12月20日 大野･向渕（奥山除く）･三本松･砥取･瀧谷･西谷･
龍口

◎12月25日 黒岩･田口元上田口･下田口･田口元角川･室生

☆燃えない粗大ゴミ
◎12月13日 上笠間･下笠間･深野･小原･染田･多田･無山･奥山
◎12月14日大野･向渕（奥山除く）･三本松･砥取･瀧谷･西谷･
龍口

◎12月18日 黒岩･田口元上田口･下田口･田口元角川･室生
■大宇陀区【大宇陀地域事務所市民環境課（183-2251）】
■榛原区【市環境対策課　護美センター（182-6521）】
ゴミ収集日は、各家庭に配付しているゴミカレンダー等を

ご覧ください。
(注)年末年始は通常の収集日程と異なります。詳しくは、
P27をご覧ください。

■第５回地域安全餅つき大
会
大宇陀幹部交番連絡協議会主催

で、次のとおり開催されます。ご
参加ください。
日時　12月3日a午前10時～午
後1時

場所　道の駅「宇陀路大宇陀」
駐車場　

内容　○地域安全餅つき大会
○地域安全啓発活動

Y大宇陀幹部交番（183-0110）

■明日香養護学校体験学習
（中学部･高等部）
奈良県立明日香養護学校では、

平成19年度に入学（転入学）を希
望する障害のある児童･生徒とその
保護者に対して、本校の肢体不自
由教育についての理解と認識を深
めていただくため、体験入学を行
います。
◆中学部
日時　12月5日c午前9時～午後
1時（給食試食を行います）

場所　県立明日香養護学校
対象　肢体不自由を有する小学
6年生と保護者及び関係者

◆高等部
日時　12月8日f午前9時～午後
1時（給食試食を行います）

場所　県立明日香養護学校
対象　肢体不自由を有する中学3
年生と保護者及び関係者

申込先　いずれも県立明日香養
護学校へ申し込みをお願いしま
す。

Y県立明日香養護学校（10744-
54-3380）

■2007年「桜井宇陀」のカ
レンダー販売
2007年「桜井宇陀」のカレンダ

ーを作成し、観光資源をPRするた
め限定販売しておりますので、希
望者はお申し込みください。
販売部数　200部（申込先着順）
価格　1冊600円（送料別）
発売日　12月1日fより
申込方法　申込者の郵便番号、
住所、氏名、電話番号、申し
込み部数を明記のうえ、桜井
宇陀広域連合事務局（〒633-
0021 桜井市大字倉橋2116-
2）へハガキ又はFAXで申し
込みをお願いします。

※発送をもって発表に代えさせて
いただきます。なお、代金につい
ては、カレンダー受取後すぐにお
願いします。
Y 桜 井 宇 陀 広 域 連 合 事 務 局
（10744-44-1444/50744-44-
1445）

■「桜井宇陀のふるさと」フ
ォトコンテスト作品募集中
桜井宇陀広域連合では、「桜井宇

陀のふるさと」をテーマにフォト
コンテストを実施しています。ご
応募お待ちしています。
撮影対象地域　桜井市、宇陀市、
曽爾村、御杖村

対象作品　○平成18年6月～平
成19年5月末日までに撮影し
た作品　○カラープリント
「四つ切」･「ワイド四つ切」
可（デジタル作品等は不可）
○未発表作品に限る　○応募
は一人3点以内

応募方法　作品に所定の応募票
を添付し、桜井宇陀広域連合
事務局（〒633-0021 桜井
市大字倉橋2116-2）まで持参
又は郵送してください。

応募締切　平成19年6月20日d

その他 詳しくは桜井宇陀広域
連 合 ホ ー ム ペ ー ジ
（h t t p : / / www . s a k u r a i -
uda.or.jp）をご覧ください。

Y 桜 井 宇 陀 広 域 連 合 事 務 局
（10744-44-1444/50744-44-
1445）

■「自衛隊生徒」募集案内
資格　中卒（見込含）、17歳未満
の男子

受付期間　11月1日～平成19年1
月9日

試験日　1次：平成19年1月13日
2次：平成19年1月26日～29日

Y 自 衛 隊 天 理 募 集 案 内 所
（10743-63-2540）
【http://www.nara.plo.jda.go.jp】
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■人権相談
◆日時 12月4日b午前9時～午後3時
場所　宇陀市役所
◆日時　12月6日d午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　12月13日d午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　12月15日f午前9時～11時45分
場所　大宇陀体育館

Y人権施策課（182-2147）

■心配ごと相談
◆日時 12月12日c･26日c午前9時～12時
場所　榛原公民館
◆日時　12月13日d午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　12月15日f午前9時～11時45分
場所　大宇陀体育館
◆日時　月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午
後5時15分
場所　市社会福祉協議会

Y市社会福祉協議会（184-4116）

■弁護士による福祉専門相談
弁護士による福祉専門相談（高齢者ねらいの悪徳商

法にひっかかったなど）を行います。相談を受ける場
合、事前申込みをお願いします。
◆12月
日時　12月12日c 午前10時～12時
場所　榛原公民館
申込締切　12月4日b（先着2件のみ）
申込先　市社会福祉協議会
◆1月
日時　平成19年1月18日e 午前10時～12時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　平成19年1月10日d（先着2件のみ）
申込先　市社会福祉協議会

Y市社会福祉協議会（184-4116）

■交通事故相談
日時　12月19日c 午前10時～午後3時
場所　市役所会議室
Y総務課（182-1302）

■社会保険出張相談
日時　12月20日d 午前9時30分～午後4時
場所　宇陀市役所211会議室
内容　年金関係（年金請求･手続き･加入期間の確認な
ど）、社会保険関係など
※これまでの社会保険出張相談は、第4月曜日に実施
していましたが、12月実施分より第3水曜日へ変更
します。お間違えのないようお願いします。

Y奈良社会保険事務局桜井事務所（10744-42-0033）
団体名　大宇陀まちおこしの会
会員数　84名
活動概要　まちの古き
良き思い出と誇りを
持つ人が集まり、歴
史的町並みや自然を
生かした魅力溢れる
まちづくりと地域振
興の促進に努めようと平成18年6月に発足した団
体で、勉強会の開催、歴史的町並みにおけるイベ
ントの協力などを行っています。
毎月第4水曜日の午後7時30分から世話人会を行
っています。ご関心のある方はご一報の上、ご参
加ください。（12月のみ20日に行います。）

代表者　森本光俊（大宇陀区）
連絡先　裏方（090-9054-4356）

事務局　森本方　trees-45@eos.ocn.ne.jp

市民活動団体を紹介します（企画調整課）

■市立病院薬剤師（正職員）募集
職務内容　院内薬局に勤務し、調剤などに従事
資格　昭和56年4月2日～昭和60年4月1日までに生
まれた人で薬剤師の有資格者（資格取得見込者も
含む）

募集人員　2人
申込方法　12月1日fから22日fまでに、履歴書、
資格証明書の写し（卒業見込証）を市立病院庶務
課へ

Y市立病院（182-0381）

■市立病院看護師･助産師（正職員･パート職
員）募集

●看護師･助産師（正職員）
資格 37歳未満の看護師･助産師免許の取得者
募集人数 若干名
●看護師（パート職員）
資格 看護師免許の取得者
募集人数 若干名
申し込み いずれも履歴書を市立病院庶務課へ

Y市立病院（182-0381）

相　　　　　　談

12月分 

1月分 

2月分 

3月分 

12月20日（水） 

平成19年1月17日（水） 

平成19年2月21日（水） 

平成19年3月22日（木） 

■行政相談
◆日時　12月6日d午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　12月13日d午前9時～午後3時
場所　室生振興センター

Y総務課（182-1302）
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大宇陀観光協会では、万葉歌人･柿本人麻呂が詠んだ阿騎野の
雄大なかぎろひの情景に浸り、万葉の昔と人麻呂の思いを偲んで
いただこうと、第35回『かぎろひを観る会』を次のとおり開催し
ます。
日時　平成19年1月5日f午前4時～
場所　かぎろひの丘　万葉公園
プログラム
・阿騎野朝市（特産品･うどん･CD･テレカなどの販売）
・中央公民館　壁画『阿騎野の朝』特別公開
・「かぎろひ立つ」（午前5時50分頃）
・あきののゆ特別営業（午前6時～）
※当日は、葛湯･芋汁のサービスがあります。

Y大宇陀観光協会事務局（大宇陀地域事務所農林商工課内）
（183-2251）

 

駐車場には限りがありますので、ご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。

日時　平成19年1月1日b 午前5時集合（雨天中止）
集合場所　墨坂神社
行程など　
・午前5時　墨坂神社で初詣
・午前5時30分　鳥見山公園へ出発（徒歩）
・午前6時30分～　鳥見山公園で雑煮･お神酒･甘
酒･しょうが湯の振る舞い（数に限りあり）

・午前7時頃　ご来光
・午前8時頃　自由解散
持ち物　懐中電灯
申し込み　不要（参加費無料）
主催　日本ボーイスカウト連盟宇陀第3団
後援　榛原観光協会
Y榛原観光協会事務局（182-5949）又は榛原観光協
会池田方（1090-2102-0496）
※鳥見山公園に直接行く場合は、午前6時30分までに
お願いします。また、会場には駐車場を設けていま
せんので、車でのお越しはできません。ご協力をお
願いします。

日時　12月3日a（雨天中止）午前9時30分～10時
（近鉄榛原駅集合）／高井バス停午前10時集合可
（駐車場はありません）
コース　榛原駅⇒高井バス停⇒千本杉⇒諸木野関所跡
⇒たかぎふるさと館⇒平井大師⇒嶽神社⇒嶽の立石
⇒カラトの寝石⇒内牧西口バス停⇒榛原駅（徒歩約
14km）

申し込み　不要、直接集合場所に
参加費　無料（バス代は自己負担）
持ち物　弁当、飲み物
特典　嶽神社で豚汁などの振る舞いがあります。
Y榛原観光協会事務局（榛原地域事務所農林商工課内）
（182-5949）

■鳥見山公園で雑煮を食べながら　初日の出
を楽しみませんか

1月は、竹を使ってかわいいサワガニをつくります。
挑戦してみませんか！
日時　平成19年1月21日a 午後1時30分～4時
場所　室生振興センター
対象者　市内在住･在勤の方
内容　竹を使ってサワガニづくり
講師　峙　博恭先生
受講料　材料代1,000円
申込方法　ハガキ･電話･FAXなどで住所･氏名・電
話番号を明記のうえ、市公民館室生分館（住所:
室生区大野1637/592-3110）まで申し込みをお
願いします。

申込締切　12月27日dまで
Y市公民館室生分館（192-2496）

■ふるさと講座「竹細工講座」受講生募集

■有料広告募集
広報うだ･市ホームページに、有料広告の掲載を希

望する企業などを募集しています。
◆広報うだ
掲載場所　各号の市が指定する位置
広告の大きさ 縦38×横56mm（1区画）
掲載期間 連続2カ月（年度内に限り3カ月以上可）
料金　月1万円（1区画）
◆市ホームページ
掲載場所　トップページの市が指定する位置
規格　縦55×横110ピクセル（1枠）※12キロバイ
ト以内でGIF形式とします。また、バナー広告と
します。

掲載期間　1カ月（最大6カ月連続可）
料金　月15,000円（広告主が市外の場合、20,000
円）

Y秘書広報課（182-3912）

「かぎろひを観る会」駐車場位置図

■ハイキング登山大会～伊勢本街道から嶽山
だけやま

を訪ねて～



■学童保育室指導員（臨時職員）登録者募集
職務　学童保育室（榛原区）指導員として勤務
資格　50歳までの幼稚園（小学校）教諭か保育士の
有資格者

勤務　平成19年4月以降に午後1時から午後7時まで
勤務可能な人（ローテーション勤務）

※長期休業は、午前7時から午後7時まで
募集人員　若干名
申込方法　12月15日fまでに履歴書持参で市民福
祉課へ

Y市民福祉課（182-2236）

■「子育てサポーター養成講座」参加者募集
子育て経験を生かし子育て支援活動をしたいと思う

方または子育て支援活動に興味、関心のある方、子育
てサポーターとして活躍してみませんか。講座終了後
は子育てサポートクラブに登録していただきます。
内容･場所 下表のとおり（講師の都合で変更され
る場合があります。）

日時　第1回:平成19年1月17日d午前9時～12時
第2回以降は毎週1回の予定

対象　市内在住の20歳以上の方
定員　先着30名
申込　12月25日bまでに市民福祉課へ

Y市民福祉課（182-2236）

内容 場所 

第2回 ○子どもの遊び 市 役 所

第3回 ○子どもの食事 榛原総合センター 

第4回 ○子どもの病気と対応 市 役 所

第5回 ○緊急時の対応処置 市 役 所

第6回 ○保育実習 市 内 保 育 所

第7回 
○閉講式･子育てサポートク
　ラブ運営会議 市 役 所

第1回 

○開講式･オリエンテーショ
　ン 
○子供を取り巻く現状と子
　育てサポーターの必要性 

市 役 所 4 階
大 会 議 室 ■『死んだら終わり　だから　生きるんだ』

～元非行世界人が語る差別の実態～
日時　12月16日g 午後1時30分～
場所　市中央公民館　大宇陀分館ホール
講師　多文化共生NPO世界人　理事長　国際化対応
教育指導員　具志

ぐ し

アンデルソン飛雄馬
ひ ゅ う ま

さん
講師プロフィール･･･ブラジルに移住した日本人の
子孫であり、16年前に来日。学校･社会で「いじ
め」などの問題に直面し、非行に走る。そこから
は想像もつかない波乱万丈な人生を送る。現在、
自分の体験をもとに外国籍の子どもたちの相談･
指導サポートや、市民、学生、企業、行政関係者、
教師を対象にした講演活動を行っている。

Y人権教育室（182-5740）

室生運動場 

スタート 
ゴール 

集合 
場所 

体育館 ﾃﾆｽｺｰﾄ P
P

5000m 
折返点 

3000m 
折返点 

1500m 
折返点 

室　生　湖 

下山橋 

龍鎮橋 

受付 

ダム管理 
事務所 

コース略図 

主催　宇陀市体育協会室生支部
主管　宇陀市体育協会室生支部陸上部
後援　室生地域教育事務所
参加資格　宇陀市･宇陀郡内在住／在勤／在学者と
その家族

募集人員　300人程度（参加費無料）
開催期日　平成19年1月14日a《降雪決行》
開会：午前9時50分

申込期間　12月1日f～12月20日dまで
表彰規定　
○個人に記録証を渡します。
○各種目1位の方にトロフィーを授与します。
その他
○凍結･荒天等により中止する場合があります。
○室生口大野駅⇔会場の送迎バスを運行します。
○マラソン終了後、恒例の「豚汁ふるまい」や
景品が当たる「お年玉抽選会」も行います。

小学校低学年《男》 
（1～3年） 

小学校高学年《男》 
（4～6年） 

中学生《男》 

1500ｍ 

3000ｍ 

5000ｍ 

小学校低学年《女》 
（1～3年） 

小学校高学年《女》 
（4～6年） 
一般《男》 

（高校生以上） 

シニアの部《男》 
（50歳以上） 

中学生《女》 

シニアの部《女》 
（50歳以上） 
一般《女》 

（高校生以上） 

ファミリーの部 
（家族で2人以上） 
一般《男》 

（高校生以上） 

【種目】 

Y市体育協会室生支部（室生地域教育事務所内 〒633-0392室生区大野1641）（192-2001592-3110）

募　　　　　　集
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「てんいち」とは、てん（英語の
１０）といち（日本語の１）を合わせ
た１１（てんいち）のことで、毎月
１１日の人権を確かめあう日を意
味しています。

「偏見」「先入観」は、充分な情報や知識を得ずした、自分勝手な「思い
こみ」や「決めつけ」であることが多く、そこから「差別」や「人権侵害」
につながっていくことも少なくありません。
Ａさんが、知り合いのＢさんから「最近疲れて、やる気がでない。落ち込

んでいる」と相談を受けました。Ａさんは、自分も過去からパニック障害に
悩まされ、精神科に通院し改善された経験をもっていることから、同じ病院
の精神科への通院を勧めたところ、Ｂさんの表情が急に変わり「私に精神科
に行けと言うのか」と激怒したという出来事がありました。それ以降も、Ｂ
さんはＡさんに対して「あんた変わっているな」などの発言を繰り返し、と
うとう交流がなくなってしまいました。
あなたならどうでしょう？このことをどう受けとめるでしょうか？
長引く経済不況が社会不安をもたらし、人間らしい生活に危機感をほとん

どの人が持っている現在、さまざまなストレスがのしかかり、心に余裕がも
てない状況になっているように思われます。また、尊い命に関わる事件が多
発し、それにかかわって加害者に対し徹底したバッシングが、「見せしめ的」
に行われ、更に人々の心を委縮させています。
こういったことから、不安神経症やうつ病、パニック障害や適応障害など

といった症状に悩まされている人が増加しています。
風邪を引いたら内科に、眼病は眼科に、骨折は整形外科といったように病

気はその専門的な医師に診てもらうのが、早期治療につながることから、精
神的な病気は精神科にかかることが必要です。
しかし、Ｂさんの中ではどうしても納得できない何かがあったのではない

でしょうか。もしかしたら、精神的な病気に対する「偏見」だったかもしれ
ません。
心がしんどくて通院している人たちが、「通院先がわかったらどうしよう」

と、二重にも三重にも不安と苦痛を受ける社会は健全ではありません。
「精神科に行って診てもらったら」のアドバイスは、あなたにはどう響き

ますか？　

シリーズ 人権を暮らしのものさしに
⑦『精神科に行って診てもらったら』あなたには、どう響きますか？
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内

容
な
ど
生
き
生
き
と
元
気
の
出
る
お
話
を
お
伺
い
し
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
も
、「
自
分
た
ち
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
を
し
て
い
る
。
法
人
格
を
と
れ
ば
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
小
川
さ
ん
か
ら

は
「
法
人
格
を
と
っ
て
も
、
法
人
税
の
支
払
い
が
生
じ
る
し
、

メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
が
、
社
会
的
信
用
が
で
き
公
的
機
関
か

ら
の
依
頼
が
増
え
た
。」
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
女
性
の
社

会
参
画
が
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
研

修
で
あ
り
、
今
後
の
宇
陀
市
の

地
域
づ
く
り
に
も
役
立
て
て
い

け
る
内
容
で
し
た
。

ま
た
、
４
区
か
ら
の
参
加
者

は
、
意
見
交
換
で
交
流
も
深
ま

り
各
地
域
間
の
垣
根
も
超
え
ら

れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

１２
月
４
日
〜
１０
日
は

人
権
週
間
で
す
。
25 広報うだ　2006．12
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■美榛苑　年始は1月2日から営業します
美榛苑は、新年1月2日から営業を行っています。
お正月もご利用ください。
※1月2日～5日の期間は、高齢者入浴事業回数券は
使用できません。

Y美榛苑（182-1126／182-5611）

■グリーンテニスコート　1月2日から特別
営業を行います
市榛原グリーンテニスコート

では、次のとおり特別営業を行
います。皆様のご利用お待ちし
ております。
なお、市室内温水プールは、

点検･補修作業のため、本年は特別営業を中止させて
いただきます。（1月6日から通常どおり営業します）
◆グリーンテニスコート
特別営業期間　1月2日～5日
営業時間　午前10時～午後4時
※1月6日からは通常どおり営業します。
※喫茶室は1月6日からの営業となります。

Y室内温水プール（182-2200）

■年末年始の休診日と救急患者の受け入れの
ご案内（市立病院）
休診日　12月29日f～

平成19年1月3日dまで
なお、休診日の救急患者の受け入れ態勢は、事前
に電話でお問い合わせください。

Y市立病院（182-0381）

老後はお金の心配をせずに安心して暮らしたいもの
です。
しかし、国民年金（基礎年金）に最高40年加入した

場合でも年金の月額は約6万6千円、夫婦あわせても約
13万2千円です。
一方、老後に必要な生活費は、統計によると高齢者

夫婦で1カ月平均26万4千円になっています。
このように国民年金だけでは十分といえず、老後の

生活費は自分で準備する必要があります。サラリーマ
ンは国民年金（基礎年金）の上乗せ年金として厚生年
金や共済年金を受け取っています。
農業者の皆様も、メリットがたくさんある農業者年

金に加入してサラリーマン並みの年金を受け取りまし
ょう。

※65歳までの付利利率は3.0％、65歳以降の予定利率
は1.60％で計算していますが、運用成績により年金
額は違ってきます。

※「年金受給総額」欄は農業者年金加入者の65歳での
平均余命を考慮し、男84.3歳、女89.2歳まで生存し
た場合の年金受取総額です。

※男女の年金額（年額）が異なるのは、平均余命に差
があるためです。

■農業者年金の特徴
★農業に従事されている方は誰でも加入できます。

60歳未満の国民年金第1号被保険者であって年間

60日以上農業に従事している方は誰でも加入できま
す。配偶者や家族農業従事者の方も加入できます。

★少子高齢化時代に強い年金です。過去4年間の通算
利回りは年平均5.44％。
自分の年金原資を自分で積み立てる加入者･受給

者の数に左右されにくい、確定拠出型の年金です。
自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料を
自由に決められ（月2万～6万7千円）、経営の状況
や老後設計に応じていつでも見直せます。

★80歳までの保証付きの終身年金です。
農業者老齢年金は、原則65歳から生涯受け取るこ
とができます。
仮に80歳前に亡くなられた場合でも、80歳まで

に受け取れるはずであった農業者老齢年金を死亡一
時金としてご遺族に支給します。

★税の特例が用意されています。
※支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象
となり、所得税、住民税が節税できます（支払っ
た保険料の15％～30％程度が節税）。

※保険料を農業者年金基金が運用して得られる収益
（運用益）は非課税です。
※将来受け取る農業者年金には公的年金控除が適用
（65歳以上の方は公的年金等の合計額が120万円
まで非課税）されます。

★認定農業者など担い手の皆様は、保険料の国庫補助
が受けられます。
農業の担い手として一定の要件を満たす方には、

保険料の国庫補助（月額最高1万円、通算すると最
大で216万円）があります。
この国庫補助金額は、農地等の経営継承をすれば

原則65歳から特例付加年金として受給できます。農
地等の経営継承の時期についての年齢制限はなく、
本人の体力などに応じて受給の時期を決められま
す。

※農業者年金基金ホームページにも詳しく掲載してい
ます。（http://www.nounen.go.jp）

Y農業委員会事務局（182-5781）又はJAへ

保険料納付総額 加入 
年齢 

納付 
期間 本人 

負担分 
国庫 
助成額 合計額 

性別 
年金額 
(年額)

年金受
給総額 

50歳 

40歳 

30歳 

20歳 

10年 

20年 

30年 

40年 

168

408

588

744

72

72

132

216

240

480

720

960

男 19.2 370
女 16.4 397
男 44.3 854
女 38.3 926
男 78.8 1,522
女 67.9 1,643
男 125.9 2,430
女 107.9 2,612

農業者年金支給額の試算 
　　（保険料月額2万円で、保険料補助を受ける場合） （金額：万円） 

■より多くの農業者に知っていただきたい～未来の自分のための『農業者年金』～
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■年末･年始の野犬捕獲及び犬･猫の引き取り業務の休
止について
年末年始は、橿原動物指導管理事務所の業務が次の

とおり休止されます。このことにともない、宇陀市で
も捕獲業務を休止し、捕獲箱の利用ができませんので、
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
休止期間　12月22日f～平成19年1月8日b

Y環境対策課（182-2202）

年　末　年　始　の　ご　案　内
12月29日から翌年1月3日まで、市の業務は休業となります。
ただし、次の業務は異なりますのでご注意ください。（■は休館日です）

市文化会館 

大宇陀図書館 

まちづくりセンター 

まちなみギャラリー 

大宇陀体育館 

大宇陀ふれあい交流ドーム 

大宇陀運動場 

菟田野分館 

菟田野農林センター 

菟田野運動場 

菟田野人権交流センター体育館 

芳野体育館 

宇賀志体育館 

菟田野ゲートボール場 

保養センター美榛苑 

室内温水プール 

グリーンテニスコート 

総合体育館･運動場 

内牧運動場 

榛原健民運動場 

25 26

b c

27

d

28

e

29

f

30

g

31

a

1

b

2

c

3

d

4

e

5

f

25 26

b c

27

d

28

e

29

f

30

g

31

a

1

b

2

c

3

d

4

e

5

f

総合センター 

たかぎふるさと館 

ふれiギャラリー 

伊那佐文化センター 

農林会館 

市立中央図書館 

平成榛原子供のもり公園 

高萩台自転車駐車場 

室生振興センター 

市立歯科診療所 

国民健康保険直営田口診療所 

国民健康保険直営東里診療所 

ぬく森の郷 

音楽の森ふれあい館 

やまなみドーム 

農林トレーニングセンター 

榛原分館 

大和富士ホール 

総合ゲートボール場 

榛原体育センター 

ゴミなどの収集業務
■宇陀クリーンセンターからのご案内
●生ゴミ収集業務
年末　12月29日fまで通常どおり
年始　1月4日eから通常どおり
●ゴミの持ち込み受付
12月29日f午後3時までに持ち込んで下さい。

Y宇陀クリーンセンター（183-2296）

■東宇陀クリーンセンターからのご案内
●生ゴミ収集業務
年末　12月28日eまで通常どおり
年始　1月4日eから通常どおり受付（室生区は5日

fから通常どおり）
●ゴミの持ち込み受付
12月29日fは午後3時30分までに、12月30日gは
正午までに持ち込んで下さい。

Y東宇陀クリーンセンター（192-2444）
■宇陀衛生一部事務組合からのご案内
●し尿のくみ取り業務
年末　12月30日gまで（受付は12月22日fまでに
お願いします。）
年始　1月11日eより（受付は1月4日eから開始）

Y大宇陀区･菟田野区･榛原区の方は宇陀衛生センター
（184-2337）へ、室生区の方は室生地域事務所
（192-2001）へ

■護美センターからのご案内
●生ゴミ･不燃性ごみ収集業務
年末　12月29日fまで通常どおり
年始　1月4日eから通常どおり
●ゴミの持ち込み受付
12月29日f午後3時までに持ち込んで下さい。
※持ち込まれる場合は、必ず分別して指定袋に入れるかシールを
貼って、持ち込んで下さい。なお、混雑が予想されますので、
できるだけ収集日に出して下さい。

●その他
※1月1日b、2日c、3日dの生ゴミ、プラスチック
収集地域は年始休業のため収集はありません。

※1月3日dの榛原、大王、伊那佐地区の新聞収集は、
1月17日d実施の雑誌収集とあわせて収集します。

※1月1日b、2日c、3日dに布類、ペットボトル類
の収集を行う地域は、次のとおり変更して収集しま
す。（1月1日b→1月15日b、1月2日c→1月16日
c、1月3日d→1月17日d）

Y護美センター（182-6521）

犬猫などの引き取り業務



『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

広報うだ　　28

大宇陀区拾生871（183-0977）
休館日:6･12･13･20･23･26･

27･28･29･30･31日

「いきいきタウン」放送中！
県内各市の話題をお届けする情

報番組「いきいきタウン」は、奈
良テレビ放送で毎週土曜日の午後
10時10分～10時27分、毎週日曜
日の午前10時55分～11時12分
（再放送）に放送しています。放
送の時間は変更になる場合があり
ますので、新聞のテレビ欄などで
ご確認ください。

Y秘書広報課

■干支「亥」にちなんだ手づくり作品募集
2007年は「亥（いのしし）」の年。「亥」にちなん

だ手づくり作品を展示しませんか。手芸、小間もの、
陶芸や新しい年のユニークな年賀状など、いろいろ展
示します。
展示期間　平成19年1月8日b～2月10日gまで
作品搬入　12月15日f～平成19年1月20日gまで

■あなたのお宝展　作品募集
人生の中で数々の出会いから、自分だけの大切な

「お宝」があると思われます。「自分のいろいろな記録」
「親からの贈りもの」「家伝来の品々」など、思い出と
なる「お宝」にコメント（150字）を添えて搬入し
てください。高価なもの、破損しやすいものは展示
できません。
展示期間　平成19年2月15日e～3月25日a

作品搬入　平成19年1月30日cまで

■第22回ロビーコンサート
日時　平成19年1月28日a 午後1時30分～

場所　文化会館エントランスホール
出演　☆ピアノ演奏

西川　日菜子（榛原東小学校）
枚田　真侑（榛原東小学校）
貴田　瑞季（奈良女子大附属中等教育学校）
☆コーラス
かぎろひコーラス

（大宇陀区　代表　福角悦子）
コーラス　アンダンテ

（菟田野区　代表　吉川容子）
ささなきコーラス

（榛原区　代表　堂下操子）

12月のかぎろひホール催し（11月2日現在） 
曜 催 し 物 案 内  主 催 者  時 間 対 象曜 催 し 物 案 内  主 催 者  時 間 対 象

日 ピ ア ノ 発 表 会  植 田 聖 子  午後0時30分～4時30分 関 係 者

月 
宇 陀 警 察 署 地 域 安 全  
推 進 委 員 委 嘱 式  

宇 陀 警 察 署  
宇 陀 地 区 防 犯 協 議 会  

午後2時30分～3時30分 関 係 者

日 ほがらかカラオケ楽会  
カ ラ オ ケ ス タ ジ オ  
ほ が ら か  

午 前 9 時 3 0 分 ～  
一 般
（無料）  

日 

3

4

17

音音 楽楽 のの 森森 ニニ ュュ ーー スス
室生区上笠間444-1（197-2215）
開館時間　午前9時～午後5時
休館日　毎週月・火曜日

■昼下がりのコンサート
日時　毎週木曜日　午後2時～3時
※12月21日のみ室生コーラス練習のため午後3時～
4時に行います。

※12月28日及び1月4日は休館日のため、コンサー
トはありません。

参加費　300円（飲食代）
出演　歌とトーク:音楽の森ふれあい館　荒井館長　
ピアノ演奏:音楽の森スタッフ　福家明世･大山理保
協力　たんぽぽの会

■森の音楽喫茶「森のクリスマス～音楽の森
からの贈り物～」
今月の森の音楽喫茶は、音楽の森スタッフに加え、

この9月に結成したばかりの室生どんぐり児童合唱団
のかわいい子どもたちが出演します。音楽の森からの
歌声のプレゼントをお楽しみください。
日時　12月10日a 午前10時30分～12時

朝食代（お茶･ケーキ
付） 1,000円（限
定50人）

お 茶 （ ケ ー キ 付 ）
350円。
※どちらも予約券が

必要です。
出演　歌:音楽の森ふれあい館　荒井館長　音楽の森ス

タッフ　古河幸子
ピアノ演奏:音楽の森スタッフ　福家明世･大山理保
コーラス　室生どんぐり児童合唱団
協力　たんぽぽの会

■年末年始の休館日のお知らせ
年末年始により、次の期間は休館日といたします。
休館日　12月28日e～1月4日e

Y音楽の森ふれあい館又は室生地域事務所アートアル
カディア推進室（192-2001）

マナーを守って 
　　　　　楽しくお散歩！ 

　近頃、公園や道路に犬のフンをよく 
見かけます。犬の散歩時は、必ずフン 
の後始末をしてください。 
　マナーを守って美しいまちをつくり 
ましょう。　 
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葬儀会館 

榛原区角柄（元花水木あまのや食堂） 
1０７４５（８２）００４９　ＦＡＸ ０７４５（８２）２２１５ 
 

―２４時間営業― 

霊柩車・寝台車・供花・葬儀一式 
（近畿運輸局認可） 

榛原葬祭　オクボ花香社 Ｋ 

０
  

葬儀会館 

白木祭壇料　１８万円より 

Paso
care

ダイレ
クト・

コール
 

榛原区母里３１５‐１　パソコンの駅 

電話　０７４５‐８２‐３０５５ 

Dream  Iz

メール・ネット通信等 
トラブルおまかせ下さい 

年末の！ 

KCN
＊ヤフ－サイト登録済 

住民税とは･･･
前年の所得金額に応じて負担していただく税のことで、通常、都道府県の税である県民税と市区町村の税である市民税を合わせて住民税
と呼びます。均等の額によって負担する「均等割」と、その人の所得金額に応じて負担する「所得割」とがあり、徴収は、県民税と市民
税をあわせて、市が行います。

納税方法は･･･。
○サラリーマン（給与所得者）の場合
1年分を毎月6月から翌年の5月までの、12カ月に分けて勤務されている会社などが毎月給与から天引き（特別徴収）しています。

○年金所得者や事業所得者などの場合
市から各個人宛に直接送付される納付書（普通徴収）により、通常6月、8月、10月、翌年1月の年4回に分けて納税していただきます。

（口座振替により納めることも可能です）。

次回、広報うだ1月号では、具体的な例をあげ、負担額や各控除の内容について、また確定申告の日程などに
ついてお知らせいたします。

移譲前 

住民 地方 

行政 
サービス 

住民税 

国 所得税 
国庫 
補助金 

住民 地方 

行政 
サービス 

住民税＋3兆円 

国 所得税 
（△3兆円） 

国庫 
補助金 
（減） 

移譲後 

平成18年度分まで 平成19年度分から 

5％ 10％ 
13％ 10％ 

（県民税4％、市民税6％） 

0 200万円 700万円 0 （課税所得） 
※図中の税率は、県民税と市民税を合わせたものです。 

●200万円までの課税所得は税率5％ 
●200～700万円までの課税所得は税率10％ 
●700万円超の課税所得は税率13％ 
◎たとえば、課税所得が300万円の場合･･･ 
200万円×5％＋（300万円ー200万円）×10％ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝20万円 

課税所得に関わらず、一律10％ 
◎たとえば、課税所得が300万円の場合･･･ 
　300万円×10％＝30万円 
※実際の税額は、この他に人的控除の差が 
　対応した減額措置が講じられます。 

■平成19年度からあなたの住民税が変わります

■宇陀市内の業者の皆様へ
年末調整の季節となってきました。「給与支払い報

告書」の提出は平成19年1月31日となっていますので、
お忘れなく提出いただきますよう、よろしくお願いい
たします。
住民税を特別徴収（給与天引き）されない事業所の

方で、総括表が必要な場合は、市税務課、各地域事務
所地域振興課に準備していますので、ご利用ください。

オープン２カ月で 
　　　　　会員２００名突破 
頭痛、肩こり、腰痛、その他の症状を 
１分間１００円換算で２０分～１２０分の 
コースにて対応してます。 
当店人気コース骨盤調整は全身６０分コースです。 

こりとるはうす 
サンクシティー２Ｆ　　スクール生募集中！ 
ＴＥＬ８５‐２２１３　　営業時間：１０：００～１９：００ 

クイックマッサージのお店 

■家屋を取り壊したら年内に届出を
家屋にかかる固定資産税は、毎年1月1日現在の所有

者に課税されます。
建て替えや老朽化などにより家屋を取り壊した場合

は、届出が必要です。
お届けがないと来年度も引き続き課税されることに

なりますので、必ず年内に税務課まで届け出てくださ
い。

税務課からのお知らせ　Y税務課（182-1306）

平成19年度から税源移譲により、所得税と住民税の税率が変わります。
税源移譲では、所得税（国税）と住民税（地方税）の税率を変えることで、国の税収が減り、地方の税収が増

えることになります。このことにより、およそ3兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。

◆どうして変わるの？
「地方でできることは地方に」という方針

のもとに進められている三位一体改革。今ま
では、私たち地方団体は、国が国税（所得税）
として集めた財源の中から国庫補助金という

形で受けていましたが、その行財政システムは必ずし
も自主性が高いとはいえません。このため、地方団体
が自主的に財源の確保を行い、住民にとって真に必要
な行政サービスを自らの責任でより効率的に行えるよ
うに、国税から地方税へ、税そのものの形で3兆円分
は、各市区町村が自主的に財源の確保を行うこととな
りました。

◆どう変わるの？
住民税所得割の税率が10％に統一されま

す。今までは、所得に応じて3段階の税率と
なっていましたが、所得の多い少ないに関わ
らず、一律10％となります。（平成19年6月

徴収分から適用されます。)

課税所得とは･･･皆さんの給与や事業収入などは税法上「収入」と
呼ばれるものです。「課税所得」とはこの「収入」から給与所得
控除や基礎控除、扶養控除、社会保険料控除といった諸控除を差
し引いた残りの金額のことです。この「課税所得」に税率をかけ
たものが「税額」となります。
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お支払いは、ビール券、有名百貨店商品券 
長靴券、有名ギフトカード会社の商品券でもOK

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

宇陀市役所では、毎月第2・4土曜日（午前
8時30分～正午）、市民生活課で証明発行業
務を行っています。 
12月は9日です。（23日は祝日のため中止） 
※住民基本台帳ネットワークシステム関連業
務（住民基本台帳カードの交付申請・他市町
村の住民票の発行）は行うことができません。 

広報うだ　　30

■平成19年成人式のご案内
平成19年成人式を、平成19年1月8日（成人の日）

に開催します。
会場　市文化会館
日程　受付　午前9時～10時
式典･写真撮影･記念行事　午前10時～12時30分
対象者　昭和61年4月2日～昭和62年4月1日までの
間に生まれた人

※対象の方で、案内が届いていない方はご連絡くだ
さい。

Y社会教育課（182-5739）

■大宇陀温泉あきののゆ　屋外バーデゾーン
（屋外温泉プール）冬期営業休止のお知らせ
平成19年12月1日～翌年3月14日までの間、屋外バ

ーデゾーン（屋外温泉プール）の営業を休止します。
お客様には大変ご不便をおかけしますが、ご理解、

ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。
Y市心の森多世代交流プラザ（大宇陀温泉あきののゆ）
（183-2251）

■榛原区都市公園の水飲み場を閉栓します
凍結防止のため、次の期間、榛原区都市公園の水飲

み場を閉栓します。
期間　12月18日b～平成19年3月31日gまで

Y榛原地域事務所土木建設課（182-5950）

図　書　館　だ　よ　り
■中央図書館だより
●おはなし会
★すくすくひろば（0～3歳）※3回とも同じ内容です。
12月12日c、19日c

1午前10時～10時30分　2午前10時45分～11
時15分　3午前11時30分～12時　

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
12月13日d、20日d 午後2時45分～3時15分
★たんぽぽひろば（6歳～）
12月13日d、20日d 午後3時30分～4時
★おはなしクラブ
12月9日g、16日g

午前10時30分～11時（3～5歳）
午前11時15分～11時45分（6～12歳）
●えいが会
日時　12月2日g 午前11時～　
内容『まどから★おくりもの』

Y中央図書館（182-4749）【12月の休館日:4･11･
18･23･25･29･30･31日】

■大宇陀図書館だより
●おはなし☆おはなし☆クリスマス
日時　12月10日a 午後2時～3時30分
場所　1階研修室
内容　○すがたり「しんせつなともだち」○影絵
「たのきゅう」○ぺープサート「いっぽんばしわ
たる」○スライド「わすれられないおくりもの」
○群読　○人形劇「みんなでつくったクリスマス

ツリー」
●えいが会
日時　12月16日g 午前の部:午前10時～　午後の
部:午後2時～

場所　1階研修室
対象　2歳から小学校低学年とその保護者
内容　○ババールのクリスマス　○クリスマス･キ
ャロル

Y大宇陀図書館（183-0977）【12月の休館日：6･
12･13･20･23･26･27･28･29･30･31日】

【生きもの】
■柿の木
宮崎学著

柿の木は、いったい何を
言おうとしているのだろ
うか？長野県伊那谷の丘の上に立
つ1本の柿の木。その四季折々の懐
かしい表情を詩と写真で描く。忙
しい現代人が忘れている、大事な
ものを思い出されてくれる一冊。

【小説】
■剣客同心
鳥羽亮著

凶刃に倒れた父の敵を討
つため、隠密同心を継い
だ息子。長月隼人、17歳。遺され
たものは、父の愛刀「兼定」、そし
て剣客同心としての誇り。隼人の
剣は、父を陥れた陰謀を砕けるか
ー。著者渾身の長篇時代小説。

【絵本】
■だるまちゃんとて
んじんちゃん
加古里子さく

ある日だるまちゃんが、ひとつ池
へ魚釣りに出かけました。しばら
くすると、うきが動いて、魚がか
かりました。だるまちゃんはつり
ざおを引っぱりましたが、魚があ
がってきません。そこへてんじん
ちゃんたちがやってきて･･･。

【小説】
■あなたに逢えてよかっ
た
新堂冬樹著

もし、かけがえのない人
が自分の存在を忘れてしまった
ら？記憶障害という過酷な運命の
中で、ひたむきに生きてゆく2人の
「絶対の愛」を真正面から描いた、
純恋小説3部作の完結篇。『野性時
代』連載を単行本化。

話　題　の　新　刊　図　書

各宗　石碑　灯籠　あらゆる石材加工販売 

森　井　石　材　工　業 
0６３２‐０２０４　　室生区小原９１の１ 

　　　　電話　０７４３‐８２‐１６３３　 本社工場 

　ＦＡＸ　０７４３‐８２‐１６０２　 

■水道局職員を装った点検商法にご注意を
水道局から依頼されたような紛らわしい表現で、悪

質な点検商法が起こっています。被害に遭われないよ
うにご注意ください。
水道局では、家庭の水道管の点検や漏水調査、水質

検査を民間の業者に委託したり、浄水器などの訪問販
売を行ったりしていません。
不審に思ったら、水道局へお問い合わせください。

Y水道局（182-2185）



就学時健康診断は、学校保健法に基づいて実施され
るもので、宇陀市内の小学校に入学予定のお子様を対
象として実施されます。
実施にあたり、対象となるご家庭には随時お知らせ

（封書）をお送りしましたが、転入などで届かなかっ
た場合は、教育総務課へお問い合わせください。
○就学時健康診断の日程と会場

Y教育総務課（182-5675）

純国産畳表・特撰藁床使用 
新しい畳で新年を迎えませんか 

宇陀市大宇陀区上茶２０９２番地 
（宇陀市松山重伝建地区） 

電話　０７４５‐８３‐１７６３ 

厚生労働大臣認定 
一 級 技 能 士  

吉岡豊司・吉岡逸人 

トリミ眼科 
日本眼科学会認定　眼科専門医 

　　眼科一般診療（アレルギー・白内障・緑内障など）
　　網膜レーザー治療（糖尿病網膜症・網膜剥離など）
　　白内障手術・各種コンタクトレンズ処方 

診
療
科
目 

AM9:00～12:00

PM3:00～  6:00

http://www.eonet.ne.jp/ torimi/

月 

◎ 

火 

◎ 
△ 

水 

◎ 
◎ 

木 

◎ 
◎ 

金 

◎
◎ 

土 

◎ 
日祝 

／ 
／ 

 診療時間 

◎ 
／ 

近鉄大阪線 

宇陀市立病院 
南都銀行 新町局 

北口 

南口 
榛原駅

 

トリミ眼科 
（鳥見保険の横） ★ 

～  

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー
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■就学時健康診断のお知らせ

1 2 月 7 日 ( 木 ) 市 総 合 体 育 館  午 後 2 時～ 2 時 3 0 分  
榛 原 小 学 校
榛 原 東 小 学 校  
榛 原 西 小 学 校  

1 2月1 4日 (木 ) 市大宇陀保健センター 午 後 1 時 4 5 分 ～ 2 時  

大 宇 陀 小 学 校  
野 依 小 学 校
田 原 小 学 校
守 道 小 学 校

12月2 1日 (木 ) 市菟田野保健センター 午 後 1 時 4 5 分 ～ 2 時  菟 田 野 小 学 校  

実 施 日  実 施 場 所  受 付 時 間  就 学 予 定 校

■文化体育事業団からのお知らせ
市榛原総合運動場は夜間照明設備の定期点検及び調

整のため、12月10日aから平成19年3月20日cまで
夜間営業を中止させていただきます。
総合体育館、温水プール、テニスコートは通常どお

り（火曜日、年末年始を除く）営業いたしますので、
よろしくお願いいたします。
Y市文化体育事業団（182-6561）

■平成18年度に合併処理浄化槽を設置され
る方へ
下水道事業計画区域以外で、汲み取り便所から水洗

便所に替えたい方、新築・改築で水洗便所を設けたい
とお考えの方など、市では浄化槽を設置しようとする
方に補助金を交付しています。
今年度の助成制度の申込期限は12月20日dまでと

なっています。お早めに申し込みをお願いします。
Y環境対策課（182-2202）又は各地域事務所（大宇
陀･菟田野区は地域市民課、室生区は市民環境課）

■農業委員会委員選挙人名簿に登載申請をし
てください
農業委員会委員選挙人名簿は、毎年1月1日現在の有

資格者（下記参照）を登載することになっています。
農家組合に加入している人は、農家組合長から登載

申請書が配付されますが、それ以外の人は、12月15
日以降に農業委員会事務局または各地域事務所農林商
工課へ直接取りにきてください。
有資格者 市内に住所があり、平成19年3月31日現
在、20歳以上で次のいずれかに該当する人

110アール以上の農地で、耕作を営んでいる人
2耕作を営む人の同居の親族、または同居の親族の
配偶者であって、年間60日以上耕作に従事してい
る人

310アール以上の農地で、耕作業務を営む農業生産
法人の組合員、または社員

Y農業委員会事務局（182-5781）

■市営赤人霊苑への臨時送迎バスを運行
12月23日(土･祝)、年末の墓参りにあわせて市営赤

人霊苑への臨時送迎バスを運行します。お墓参りを予
定している人は、ご利用ください（道路状況などによ
り、運行予定時間が多少遅れることがあります）。

※天候状況により中止になる場合がありますので、お
問い合わせください。

Y環境対策課（182-2202）

お　知　ら　せ

  



■ダイヤルイン番号 
宇陀市役所 

◆表紙「うだ」の字は、前田市長の自筆です。 

■広報うだ設置場所 
◎道の駅宇陀路大宇陀 
◎市文化会館 
　（水曜日、第２・４火曜日、祝日） 
◎菟田野人権交流センター 
　（第２・４日曜日、祝日） 
◎菟田野公民館（日・月曜日） 
 

◎大和富士ホール（月曜日） 
◎市立中央図書館（月曜日・祝日） 
◎伊那佐文化センター（月曜日） 
◎農林会館 
　（水曜日、第２・４火曜日、祝日） 
◎たかぎふるさと館　 
（月曜日、第１・３火曜日、祝日） 

◎榛原保健センター（土・日曜日、祝日） 
◎ふれｉギャラリー（火曜日） 
◎道の駅宇陀路室生（火曜日） 
◎市役所［１階ふるさとテラス］ 
　（土・日曜日、祝日） 
◎各地域事務所（土・日曜日、祝日） 
　※（　）内は休館日です。 
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日
、
伊
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道
が
分
岐

す
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「
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ぶ
ら

や
」
な
ど
の
旧
旅
籠
が
残
っ
て
い

る
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辺
と
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店
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り
で
「
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あ
か
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が
行
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し
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こ
れ
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、
毎
年
11
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３
日
の
秋
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り
で
行
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、
天
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（
墨

坂
神
社
の
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承
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で
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行
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会
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と
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て
６
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

日
が
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と
、
伊
勢
街
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沿
い
の
古
民
家
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
と
商
店
街
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０
０
本
の
ロ
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ソ
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が
点
灯

さ
れ
、
町
並
み
を
魅
力
的
に

映
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
榛
原
中
学
校
の

吹
奏
楽
部
の
パ
レ
ー
ド
や
総

合
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
で
、

倭
太
鼓
「
榛は

る

」
の
演
奏
や
装
飾
さ

れ
た
４
台
の
太
鼓
台
の
顔
見
せ
共

演
が
行
わ
れ
、「
光
・
音
・
舞
の

共
演
」
の
テ
ー
マ
の
ご
と
く
、
迫

力
あ
る
素
晴
ら
し
い
共
演
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
幻
想
的
な
灯
に
包

ま
れ
た
町
並
み
を
楽
し
む
人
た
ち

で
、
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
い
を
み
せ

ま
し
た
。

第
11
回
　
榛
原
区

「
は
ぎ
あ
か
り
」

ライトアップされた「あぶらや」

古民家のライトアップ 太鼓台の顔見せ共演
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